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代
崎
川
轡
川
を
ふ
さ
ぐ
⑫
「
外
国
』
。
地
租
問
題
⑧
皮
肉
な
復
興
⑤
本
枕
青
少
年
の
家

②
復
活
へ
の
道
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
：
…
…
…
…
…
…
！
…
…
…
…
：
…
…
・
…
．
：
…
…
…
：
…
Ｓ
ｃ
□

轡
復
活
の
海
錘
海
苔
の
養
殖
（
（
鰯
本
牧
神
社
⑨
無
期
限
使
用
⑨
商
栄
会
②
解
除
運
動
⑬
歩
道
橋
轡
本
牧
興
立
③
海
に
替
え
て
鐘
一
一
一
一
渓
園
さ
ま
ざ
ま

③
解
放
１
１
…
…
！
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
・
…
…
…
…
，
…
…
；
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
Ｓ
鼠

⑳
惰
緒
再
来
轍
接
収
解
除
運
動
③
再
開
発
気
運
〈
⑩
》
組
織
勘
く
②
方
針
鞭
認
⑧
返
還
式
⑨
接
収
解
除
運
動
艫
年
表
⑨
お
馬
流
し
画
社
寺

（
画
一
鈴
村
要
蔵
曇
地
つ
き
の
人
々
○
本
牧
町
樹
一
木
牧
元
町
圃
地
区
の
町
々
《
唖
這
い
海

１個
こ
こ
も
戦
時
下
に
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
．
…
：
．
…
…
…
…
…
…
…
・
《
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
３
３

⑨
市
電
③
町
の
新
設
③
纏
序
の
丘
③
街
並
鯵
て
の
一
③
街
並
み
そ
の
一
一
鐵
競
馬
塲
廃
止
鐘
定
期
航
空
便
③
根
岸
も
戦
時
下
⑨
牛
も
ご
難

⑥
第
二
ト
ン
ネ
ル

②
復
興
一
施
設
に
一
役
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
；
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
；
…
…
…
８
Ｊ
“

⑨
受
け
入
れ
た
丘
⑥
競
馬
場
ｃ
不
動
坂
②
新
風
景
⑥
震
災
⑥
あ
わ
れ
③
ま
た
受
け
入
れ
地
②
豆
ロ
住
宅
⑥
近
代
住
宅
⑨
区
画
整
理

⑥
外
国
人
住
宅
轡
お
不
動
さ
ま
③
榊
祭
⑥
雪
の
火
蕊

⑨
建
物
疎
開
鋤
「
統
制
」
奪
寺
に
も
墓
地
に
も

③
近
代
的



第
一
一
一
節
鰯
梅
葦
…
…
…
…
！
…
…
…
！
…
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
’
…
ｉ
…
…
：
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
Ｃ
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③
詩
一
編
：
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
…
：
…
：
…
…
！
…
…
；
…
…
…
：
…
…
ｉ
…
…
…
：
；
・
…
…
ｇ
患

⑨
付
録

第
一
一
節
辱
港
の
施
設
…
…
…
…
…
…
…
…
ｉ
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
！
…
…
…
：
…
…
…
：
！
…
！
…
…
…
ｇ
」
色

⑤
位
置
鐘
港
湾
区
域
〈
・
自
然
条
件
箆
海
そ
の
も
の
が
施
設
①
｜
水
域
施
設
噂
外
か
く
施
設
亀
一
航
行
補
助
施
設
一
。
け
い
留
施
設
曾
荷
さ
ば
き
施
設

（
蝉
保
管
施
設
毎
）
旅
客
施
設
噂
船
舶
役
務
用
施
設
⑤
臨
海
交
適
施
設
一
②
港
湾
厚
生
施
設
通
廃
棄
物
処
理
施
設
③
海
洋
廃
棄
物
焼
却
場

（
⑭
叩
で
れ
ぞ
れ
の
、
“
頭

榮付

章
鯉
一
横
浜
港
！
…
…
…
…
…
ｉ
ｉ
…
！
！
…
…
…
…
！
！
…
…
…
…
ｉ
ｉ
ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
１
冨
冒

節
鍾
変
遷
概
讐
…
…
…
…
…
；
…
…
…
：
…
…
…
…
…
！
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
；
…
…
…
…
…
…
：
。
望
一

一
○
一
は
じ
め
に
⑥
変
遷
の
時
期
一
。
｝
揺
藍
期
曇
築
港
期
感
一
拡
充
期
（
轡
停
滞
期
曾
戦
後
一
○
｜
部
の
解
除
曇
拡
大
期
一
画
）
代
替
’
復
旧
一
・
一
エ
業
用
地
確
保
へ

噂
解
除
つ
づ
く
②
計
画
答
申
③
よ
う
や
く
解
除
⑤
本
牧
ふ
頭
計
画
鐡
山
下
ふ
頭
建
設
、
う
ら
は
ら
に
⑨
外
周
の
整
備
働
一
ま
寸
熊
Ｔ
充
実

轍
」
コ
ン
テ
ナ
鵬
入
港
鐡
注
宅
．
鉄
道
②
コ
ン
テ
ナ
ふ
頭
⑥
｜
方
隻
⑥
根
岸
と
大
黒
、
さ
ま
ざ
ま
に
③
ラ
ッ
シ
ュ
鉛
問
題
愈
一
あ
ち
こ
ち
で
。
返
還
運
動

⑩
）
さ
ま
ざ
ま
に
（
⑨
陸
上
機
器
の
整
備
息
ロ
ー
ロ
ー
船
⑨
市
民
に
も
⑤
余
沢
ふ
頭
は
⑨
『
一
み
焼
却
⑬
新
－
」
い
景
観
も
一
噂
ベ
イ
プ
リ
ッ
ジ
霧
エ
（
噂
陸
に
海
に

⑥
国
際
セ
ミ
ナ
ー
②
帆
船
③
つ
づ
く
整
備
鰯
一
花
火
働
接
収
さ
れ
た
港

③
残
る
古
さ
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
！
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
ｓ
患

③
都
市
施
設
の
完
成
鰯
）
森
林
公
園
③
馬
事
公
苑
③
ア
ン
デ
ス
の
響
き
（
哩
築
井
戸
稲
荷
（
⑬
天
王
社
②
第
六
天
鎚
何
社
⑨
小
祠
画
一
新
旧
③
馬
頭
観
音

⑥
中
臺
層
住
宅
曇
｝
古
い
街
並
み
ｅ
根
岸
の
各
町
＠
も
と
台
地
の
町
⑨
山
元
町
あ
た
り
一
趣
）
こ
の
辺
り
台
地
の
町
⑥
商
店
街
と
そ
の
付
近

但
溌
宿
な
く
て
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
；
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
．
…
！
…
…
ｉ
…
…
…
Ｉ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
Ｃ
『
昌

一
③
根
岸
湾
填
立
（
曇
石
油
タ
ン
ク
も
宅
地
化
進
む
③
禄
岸
線
開
通
⑨
競
馬
場
績
収
解
除
一
⑫
麦
田
の
ト
ン
ネ
ル
畳
公
園
オ
１
プ
ン
間
近
か

一
⑨
国
際
親
善
麓
踊
大
会



￣￣

Ｏ
位
置
ｌ
中
区
は
横
浜
市
一
四
区
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
．
区
名
の
「
中

区
」
と
は
歴
史
的
に
も
経
済
・
行
政
的
に
も
中
心
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ

れ
は
東
京
都
の
中
央
区
、
名
古
屋
市
の
中
区
、
広
島
市
の
中
区
に
そ
の
例
を

見
る
。
位
置
は
北
側
か
ら
西
区
・
南
区
・
磯
子
区
に
隣
接
し
、
東
側
は
東
京

湾
に
面
し
て
い
る
。
北
緯
三
五
度
二
六
分
、
東
経
一
一
一
一
九
度
三
八
分
（
市
庁

舎
位
置
）
に
当
っ
て
い
る
。
面
積
は
一
、
八
五
九
へ
ク
タ
ー
ル
（
五
十
七
年

十
月
一
日
現
在
）
で
全
市
の
四
・
三
五
．
ハ
ー
セ
ン
ト
に
当
っ
て
い
る
。

極
東
は
本
牧
ふ
頭
、
概
西
は
赤
門
町
一
丁
目
、
東
西
距
離
は
五
、
七
九
七

メ
ー
ト
ル
、
極
南
は
豊
浦
町
、
極
北
は
新
港
町
（
新
港
ふ
頭
）
で
南
北
六
、

一
○
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

Ｃ
低
地
ｌ
中
区
の
地
形
は
、
大
き
く
分
け
る
と
台
地
状
の
丘
陵
地
と
低
地

（
沖
積
地
）
、
そ
れ
に
河
川
（
大
岡
川
・
中
村
川
・
堀
川
・
千
代
崎
川
）
と

海
岸
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

低
地
は
大
岡
川
流
域
の
日
ノ
出
町
、
野
毛
町
方
面
。
千
代
崎
川
流
域
の
本

牧
町
方
面
と
海
岸
線
の
本
牧
元
町
。
間
門
町
方
面
の
一
帯
に
分
布
し
て
い

る
。
そ
の
上
、
関
内
・
関
外
の
ほ
か
港
湾
と
本
牧
・
根
岸
の
広
大
な
海
面
埋

麹
節
、
中
区
の
地
勢

第
一
章
、
素
顔
の
中
区

●
地
区
綱
●
第
一
章
Ｉ
素
顔
の
中
区

立
に
よ
る
低
地
が
あ
る
。

一
般
に
低
地
の
標
高
は
低
く
、
大
桟
橋
入
口
で
二
・
二
五
メ
ー
ト
ル
、
小

港
公
団
住
宅
前
道
路
あ
た
り
で
一
一
・
二
七
メ
ー
ト
ル
、
新
山
下
二
丁
目
で
二

・
三
八
メ
ー
ト
ル
。
桜
木
町
駅
前
で
は
二
・
九
メ
ー
ト
ル
、
は
な
れ
て
関
外

の
曙
町
二
丁
目
中
郵
便
局
あ
た
り
で
一
・
三
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
従

っ
て
低
地
は
せ
い
ぜ
い
標
高
三
メ
ー
ト
ル
以
内
と
い
え
る
。

Ｏ
埋
立
地
ｌ
中
区
区
域
の
低
地
の
特
徴
的
な
こ
と
は
、
海
面
埋
立
地
で
、

面
積
は
埋
立
に
よ
っ
て
次
第
に
増
加
し
た
。
埋
立
地
の
面
積
は
七
六
九
・
九

へ
ク
タ
ー
ル
で
中
区
面
積
の
約
四
一
・
四
．
〈
－
セ
ン
ト
に
当
っ
て
い
る
。

埋
立
地
の
各
町
の
面
積
は
広
く
既
成
の
町
の
一
カ
町
平
均
面
積
が
十
一
・

五
九
へ
ク
タ
ー
ル
に
た
い
し
て
、
埋
立
地
の
本
牧
ふ
頭
が
二
○
○
・
七
へ
ク

タ
ー
ル
、
錦
町
が
一
五
一
一
一
・
八
へ
ク
タ
ー
ル
、
千
鳥
町
が
一
三
○
・
二
へ
ク

タ
ー
ル
と
一
○
倍
以
上
の
面
穂
を
持
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
前
記
の
各
町
に
豊
浦
町
（
八
九
・
一
ヘ
ク
タ
ー
と
を
加
え
れ

ば
、
そ
の
合
計
面
積
（
六
○
○
・
五
へ
ク
タ
ー
ル
）
は
西
区
の
六
三
三
・
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ほ
ぼ
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。

中
区
の
区
域
内
に
お
い
て
の
埋
立
は
、
江
戸
時
代
の
新
田
開
発
に
よ
る
も

の
（
吉
田
新
田
）
、
開
港
に
伴
う
も
の
（
太
田
屋
新
田
ほ
か
、
関
内
）
、
戦
後

の
港
湾
用
地
及
び
産
業
関
連
用
地
（
本
牧
埋
立
地
）
、
工
業
用
地
（
根
岸
埋
立

～

夕

Ｃ
Ｈ
Ｊ
〈



地
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
施
策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｏ
新
田
ｌ
現
中
区
域
内
の
埋
立
は
吉
川
新
田
の
造
成
に
始
ま
っ
た
．
現
在

の
関
外
は
江
戸
初
期
、
洲
干
と
呼
ば
れ
た
砂
洲
に
い
だ
か
れ
釣
鐘
形
を
し
た

内
海
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
内
海
の
大
部
分
が
江
戸
の
商
人
青
田
勤
兵
衛
に
よ

っ
て
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
か
ら
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
ま
で
、
八

年
の
歳
月
を
費
し
苦
心
の
末
に
埋
立
て
ら
れ
た
。
面
積
お
よ
そ
一
二
○
ヘ
ク

タ
ー
ル
。
名
称
は
は
じ
め
野
毛
新
田
、
の
ち
に
吉
田
新
田
と
改
め
ら
れ
た
。

Ｇ
｜
地
区
編
●
第
一
章
ｌ
素
顔
の
中
区

#
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…
！
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吉田新、造成前の図（横浜吉田新ＩＴＩ絵図一復刻）

吉
田
新
田
は
現
在
の
関
外
一
帯
に
あ
た
っ
て
い
る
。

つ
い
で
隣
接
の
西
区
区
域
内
に
は
尾
張
屋
新
田
、
宝
暦
新
田
、
安
永
新

田
、
藤
江
新
田
が
宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
’
六
三
）
か
ら
天
明
年
間
（
一
七

八
一
’
一
七
八
八
）
に
造
成
さ
れ
、
さ
ら
に
は
天
保
四
年
（
一
八
三
一
一
一
）
岡

野
新
田
、
同
一
○
年
（
一
八
三
九
）
年
に
は
平
沼
新
田
が
そ
れ
ぞ
れ
造
成
さ

れ
る
な
ど
、
次
々
に
新
田
が
開
発
造
成
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
文
化
年
間
（
一
八

○
四
’
一
八
）
に
吉
田
新
田
の
東
側
の
入
海
も
埋
立
て
ら
れ
、
現
在
の
山
下

ョ
ゴ
ー
■
ニ
ユ
マ

ピ
桶
〉
〉
た

《;Jfl蕊

ヨ

再記．

2）吉田新圧造成後の図（吉田新田古図文普一復刻）

ｏ
Ｈ
Ｊ
Ｊ



町
に
あ
た
る
横
浜
新
田
が
造
成
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
五
○
年
後
の
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
’
五
三
）
三
河
国
（
愛
知

県
）
出
身
の
商
人
太
田
屋
徳
九
郎
に
よ
っ
て
現
在
の
関
内
の
大
部
分
を
占
め

る
太
田
屋
新
田
が
造
成
さ
れ
開
港
場
の
一
部
と
な
っ
た
。

明
治
に
入
っ
て
、
関
内
の
膨
張
、
鉄
道
用
地
の
確
保
な
ど
に
よ
っ
て
、
野

毛
浦
が
埋
立
て
ら
れ
た
。
（
第
二
章
関
内
地
区
、
第
五
章
野
毛
地
区
参
照
）

Ｏ
つ
づ
く
埋
立
１
大
派
時
代
に
入
る
と
、
埋
立
の
霞
点
地
区
は
鶴
見
・
神

奈
川
方
面
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
が
、
鶴
見
の
場
合
は
、
京
浜
臨
海
工
業
地
帯

造
成
の
た
め
欠
か
せ
な
い
基
礎
づ
く
り
の
工
事
で
あ
っ
た
。

中
区
の
区
域
に
あ
っ
て
は
、
山
手
の
き
り
立
っ
た
崖
下
が
、
大
正
四
年
か

ら
十
二
年
に
わ
た
っ
て
埋
立
て
ら
れ
新
山
下
町
が
誕
生
し
た
。

一
方
七
年
か
ら
は
、
新
山
下
町
に
隣
接
す
る
小
港
の
地
先
海
面
が
横
浜
造

船
所
付
属
工
場
の
用
地
と
し
て
埋
立
て
ら
れ
た
。

ま
た
震
災
復
興
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
大
正
十
四
年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で

に
山
下
町
の
海
岸
通
り
地
先
海
面
が
埋
立
て
ら
れ
て
山
下
公
園
が
造
成
さ
れ

諺
た
。第
二
次
大
戦
後
、
市
は
、
市
に
と
っ
て
工
業
が
占
め
る
役
割
の
大
き
さ
に

着
目
、
昭
和
三
十
年
か
ら
三
十
六
年
に
か
け
て
、
鶴
見
区
の
大
黒
町
地
先
に

約
八
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
臨
海
工
業
地
の
埋
立
造
成
を
し
た
の
を
手
は
じ
め

に
、
根
岸
湾
、
本
牧
海
岸
に
大
規
模
な
埋
立
工
事
を
施
工
し
、
工
業
用
地
の

確
保
を
行
っ
た
。
（
第
八
章
本
牧
地
区
、
第
九
章
根
岸
地
区
参
照
）

横
浜
の
都
心
部
、
特
に
中
区
の
低
地
は
海
面
埋
立
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
増
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地
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０
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根
議
湾
の
埋
立
地
ｌ
手
前
は
根
岸
駆
石
油
タ
ン
ク
が
建
ち
は
じ
め
て
い
る
、
遠
景
に
本
牧
の

丘
陵
と
埋
立
て
前
の
海
が
見
え
る
。
〈
安
藤
栄
氏
提
供
〉

加
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ｏ
野
宅
・
伊
勢
山
台
地
ｌ
中
区
に
は
台
地
が
多
い
．
台
地
は
大
別
し
て
三

つ
に
わ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
は
日
ノ
出
町
、
野
毛
町
方
面
の
低
地
を
と

り
ま
く
野
毛
山
や
伊
勢
山
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
問
上
で
は
海
成
段
丘
下
末
吉

台
地
の
一
部
と
さ
れ
て
い
る
。
標
高
は
三
○
’
五
○
メ
ー
ト
ル
、
最
高
は
野

閉

野
毛
・
伊
勢
山
台
地
ｌ
中
央
部
の
入
母
屋

の
建
物
は
野
宅
不
動
、
左
手
は
市
立
図
書
館

台
地
に
は
高
閣
ピ
ル
が
建
て
ら
れ
、
自
然
の

高
さ
か
ら
は
る
か
に
高
く
な
っ
た
。

璽
議
観

ｏ
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毛
山
貯
水
池
あ
た
り
で
約
五
○
メ
ー
ト
ル
、
次
い
で
伊
勢
山
の
皇
大
神
宮
地

点
で
四
三
メ
ー
ト
ル
、
掃
部
山
公
園
で
一
一
一
○
・
四
、
横
浜
市
図
書
館
の
坂
下

に
な
る
と
一
四
・
七
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

⑧
山
手
台
地
ｌ
山
手
台
地
は
北
に
向
っ
て
浅
い
谷
戸
を
い
く
つ
も
つ
く
り

な
が
ら
、
折
れ
曲
っ
て
東
西
に
拡
が
っ
て
い
る
。
標
高
は
横
浜
気
象
台
の
地

点
で
三
九
・
三
メ
ー
ト
ル
、
外
人
墓
地
前
が
一
一
一
六
・
七
メ
ー
ト
ル
、
フ
ェ
リ

ス
女
子
学
院
付
近
が
三
八
・
六
メ
ー
ト
ル
、
山
手
本
通
り
不
動
坂
上
が
一
番

高
く
四
二
・
二
二
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

台
地
の
北
は
し
は
急
な
斜
面
で
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
地
肌
を
見
せ
た
崖
や
ひ

な
段
状
の
土
地
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
た
び
た
び
の
埋
立
に

よ
る
採
土
地
と
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
山
手
台
地
の
は
ず
れ
に
あ
た

る
南
区
中
村
橋
付
近
の
断
崖
は
、
も
と
南
部
の
磯
子
区
方
面
へ
の
丘
陵
地
へ

と
続
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
明
治
初
期
の
堀
割
川
の
掘
削
の
際
に
切
り
通
し

状
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

山
手
台
地
の
北
縁
の
急
斜
面
に
は
樹
木
が
多
く
風
致
地
区
に
指
定
さ
れ
て

い
て
、
フ
ラ
ン
ス
山
、
港
の
見
え
る
丘
公
園
な
ど
市
民
の
憩
の
場
と
な
っ
て

い
る
が
、
港
の
見
え
る
丘
公
園
の
下
の
新
山
下
一
丁
日
、
新
山
下
二
丁
目
の

南
側
は
高
さ
約
三
○
メ
ー
ト
ル
の
き
り
立
っ
た
崖
で
、
よ
う
壁
な
ど
の
危
険

防
止
策
が
部
分
的
に
は
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｏ
根
岸
・
本
牧
台
地
ｌ
山
手
行
地
の
南
側
は
根
岸
台
地
で
あ
る
．
根
岸
台

地
の
南
側
は
急
な
海
崖
に
な
っ
て
い
る
。
台
地
は
平
均
四
○
１
五
○
メ
ー
ト

ル
、
根
岸
森
林
公
園
の
外
周
部
で
五
○
・
二
’
五
二
・
六
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
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遠く台地を見る－向って左手は山手台地の一部，そのはずれに新山下の切り立った崖がある。右手一帯仕根
岸台地の西端．中央部の崖仕採土地であった部分で地肌があらわである＝
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海
崖
の
名
残
り

見
ら
れ
る
。

本
牧
令
地
の
一
角
ｌ
川
本
牧
号
接
収
地
の

一
部
、
皮
肉
な
こ
と
に
接
収
の
た
め
に
み
ど

り
が
残
っ
た
、
た
だ
し
こ
れ
は
例
外
で
、
こ

こ
の
ほ
か
の
台
地
に
は
住
宅
が
び
っ
し
り
と

辿
て
ら
れ
て
い
る
。

本
牧
市
民
公
園
周
辺
に◎
閂
Ｊ
『



の
あ
た
り
が
最
高
の
標
高
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
向
い
側
の
柏
葉
公
園
は
四

六
・
九
八
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

台
地
の
北
側
、
根
岸
町
の
斜
面
に
は
密
生
し
た
広
葉
樹
林
が
分
布
し
て
い

た
が
宅
地
開
発
に
よ
っ
て
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
自
然
林
が
戦
後
と
較
べ
て
も

も
は
や
少
な
く
な
っ
た
。
今
に
残
る
の
は
善
行
寺
（
西
之
谷
町
）
の
イ
ノ
デ

タ
ブ
の
群
落
、
イ
ヌ
ビ
ワ
・
ミ
ズ
キ
の
群
落
、
妙
香
寺
（
妙
香
寺
台
）
の
ク

ス
ノ
キ
、
タ
プ
ノ
キ
の
林
な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

問
門
か
ら
東
に
向
っ
て
は
広
い
谷
が
あ
り
、
そ
の
南
側
に
は
本
牧
の
台
地

が
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
台
地
は
五
つ
の
孤
立
し
た
丘
の
よ
う
に
見
え
る
が

こ
の
分
離
し
た
丘
陵
の
間
は
谷
と
な
っ
て
い
て
、
西
か
ら
順
に
一
ノ
谷
、
ニ

ノ
谷
、
三
ノ
谷
と
呼
ん
で
い
る
。
丘
陵
の
南
面
は
海
の
波
に
よ
っ
て
、
土
が

く
ず
れ
落
ち
、
こ
れ
を
操
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
た
海
崖
で
、
本
牧
の
埋

立
前
は
海
上
か
ら
し
か
凡
れ
な
か
っ
た
が
、
い
ま
で
は
眼
の
前
に
こ
の
海
崖

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
□

Ｏ
危
険
防
止
ｌ
現
在
、
台
地
の
崖
の
う
ち
区
内
に
は
五
囚
ヵ
所
が
念
傾
斜

地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
防
止
の
た
め
の
よ
う
蛾
造
成

工
事
が
神
奈
川
県
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
危
険
箇
所
は
山
手
の
台
地
の

下
、
根
岸
台
地
の
下
に
多
い
。
市
民
の
た
め
に
早
急
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
今
日
的
諏
題
で
あ
る
。

Ｏ
坂
ｌ
台
地
と
低
地
と
を
結
ぶ
の
は
坂
で
あ
り
、
古
く
か
ら
坂
は
交
通
の

上
で
大
事
な
役
割
を
果
し
て
き
た
。
主
な
坂
は
野
毛
台
地
の
野
毛
坂
、
紅
葉

坂
。
山
手
台
地
の
谷
戸
坂
、
地
蔵
坂
、
牛
坂
、
ワ
シ
ン
坂
、
そ
れ
に
桜
道
。

●
地
区
編
０
第
一
章
ｌ
素
顔
の
中
区

ま
た
吉
浜
町
地
先
、
中
村
川
と
堀
川
と
の
境
、
西
之
橋
付
近
か
ら
桜
木
町

方
面
現
桜
川
橋
付
近
に
向
っ
て
、
派
大
岡
川
が
流
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
幹

根
岸
台
地
の
不
動
坂
な
ど
で
あ
る
。

Ｏ
川
Ｉ
区
内
に
は
大
岡
川
、
中
村
川
堀
川
千
代
崎
川
が
流
れ
て
い
る
．

大
岡
川
は
南
区
を
北
東
に
向
っ
て
縦
断
す
る
よ
う
に
流
れ
て
き
て
南
区
の

山
王
町
五
丁
目
、
日
技
神
社
（
お
三
の
宮
）
裏
で
分
流
す
る
。
本
流
は
北
に

流
れ
、
中
区
の
区
域
に
入
り
、
野
毛
山
の
裾
下
を
流
れ
、
太
田
橋
、
末
吉

橋
、
黄
金
橋
、
旭
橋
、
長
者
橋
、
宮
川
橋
、
都
橋
、
桜
川
橋
、
大
江
橋
、
弁

天
橋
、
そ
れ
に
二
本
の
鉄
道
貨
物
鉄
橋
を
ぬ
け
て
新
港
ふ
頭
の
西
か
ら
港
内

に
入
る
。
区
内
延
長
一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
全
延
長
二
八
・
二
七
キ
ロ
メ

ー
ト
と
河
幅
平
均
二
七
メ
ー
ト
ル
。
（
第
五
章
野
毛
地
区
参
照
）

山
王
町
か
ら
の
支
流
は
、
中
村
川
と
し
て
南
区
の
区
域
内
を
流
れ
、
中
区

あ
ず
さ

内
で
は
一
一
一
士
ロ
町
の
岸
に
達
し
山
手
台
地
の
裾
を
流
れ
、
東
橋
、
車
橋
、
翁
橋
、

亀
の
橋
、
そ
し
て
国
鉄
石
川
町
駅
軌
道
下
を
流
れ
西
之
橋
に
達
す
る
。
西
之

橋
か
ら
は
川
は
堀
川
と
呼
ば
れ
市
場
通
り
橋
、
前
田
橋
、
谷
戸
橋
、
山
下
橋

そ
し
て
横
浜
港
に
流
れ
込
む
。
中
村
川
は
東
橋
か
ら
西
之
橋
ま
で
延
長
一
・

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
西
之
橋
か
ら
山
下
橋
ま
で
の
堀
川
は
○
・
八
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
平
均
河
幅
は
中
村
川
が
二
七
メ
ー
ト
ル
、
堀
川
は
二
八
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
（
第
六
章
元
町
・
石
川
地
区
参
照
）

本
・
支
流
と
も
流
速
は
き
わ
め
て
遅
く
潮
の
干
満
に
左
右
さ
れ
る
。
こ
の

本
・
支
流
の
川
筋
が
ほ
ぼ
吉
田
新
田
造
成
以
前
の
内
海
の
海
岸
線
に
相
当
し

て
い
る
。

急
傾
斜
地
ｌ
大
雨
で
く
ず
れ
た
膿
、
向
い

部
分
は
ピ
ニ
ー
ル
シ
ー
ド
が
か
け
て
あ
る
。

崖
は
山
手
町
、
下
は
石
川
町
の
住
宅
街 ｏ
Ｈ
Ｊ
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線
道
路
の
首
都
高
速
道
路
横
浜
・
羽
田
線
に
な
っ
て
い
る
。

千
代
崎
川
は
山
手
の
丘
地
を
水
源
と
し
本
牧
地
区
を
横
断
し
、
小
港
町
一

丁
目
の
東
泉
橋
、
小
港
橋
か
ら
横
浜
港
に
そ
そ
ぐ
。
た
だ
し
、
こ
の
川
は
す

ふ
く
が
い

べ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
蓋
さ
れ
て
い
て
、
川
面
が
見
ら
れ
る
の
は
東
泉
橋

か
ら
小
港
橋
ま
で
で
あ
る
。
延
長
は
柏
葉
か
ら
小
港
海
岸
ま
で
二
、
四
五
四

メ
ー
ト
ル
。
河
幅
は
三
な
い
し
一
四
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
（
第
八
章
本
牧

地
区
参
肌
）

１
大
繊
川
ｌ
川
風
に
柳
が
そ
よ
ぐ
、
左
手

は
福
富
町
西
通
、
右
手
に
日
ノ
出
町
を
望
む

●
地
区
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倒
中
村
川
１
１
小
船
が
白
波
を
立
て
て
い

る
。
右
手
は
南
区
の
中
村
町
、
・
左
手
は
万
世

町

一
口
土
地
利
用
状
況
ｌ
中
区
内
の
土
地
に
つ
い
て
、
現
在
の
利
用
状
況
を
土

地
の
地
目
別
で
見
る
と
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
地
目
の
う
ち
、
原
野
は
草

ほ
ら
、
雑
種
地
は
そ
の
ほ
か
の
土
地
で
中
区
の
場
合
は
鉄
道
・
軌
道
用
地
な

ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

表
に
み
る
よ
う
に
、
四
十
七
年
度
に
一
、
九
八
三
平
方
メ
ー
ト
ル
残
っ
て

い
た
原
野
が
、
四
十
八
年
に
は
三
六
平
方
メ
ー
ト
ル
に
激
減
。
四
十
九
年
ま

で
四
○
二
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
田
が
五
十
年
に
は
婆
を
消
し
、
さ
ら
に
五

僻
堀
川
Ｉ
高
架
の
嵐
遮
道
踏
が
川
寿
覆

っ
て
い
る
。
川
面
に
陽
が
そ
そ
ぐ
、
右
の
家

並
み
は
仕
元
町
、
前
方
の
橋
は
前
田
橋

川
千
代
崎
川
‐
河
口
、
に
ご
っ
た
川
面
．

時
折
り
小
船
が
顔
を
出
す
、
小
進
橋
は
交
通

の
要
所

⑤
か
っ
て
の
派
大
岡
川
ｌ
モ
ー
タ
ー
ポ
１

卜
が
並
ぶ
、
右
側
は
港
町
、
川
岸
に
国
鉄
根

岸
線
の
橋
柱
が
建
造
さ
れ
は
じ
め
た
、
左
上

の
橋
は
柳
橘

今
懸

ｏ
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十
一
年
に
は
畑
も
減
少
が
目
立
ち
、
五
十
七
年
に
は
一
へ
ク
タ
ー
ル
を
割
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
区
内
の
農
地
が
宅
地
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
土
地
利
用
の
変
化
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
こ
れ
ら
の
土
地
利
用
の
う
ち
、
宅
地
に
つ
い
て
は
表
２
で
示
し
た
よ

う
に
大
き
く
分
け
て
商
業
・
住
宅
・
工
業
・
村
落
の
各
地
区
の
よ
う
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
と
に
述
べ
る
都
市
計
画
上
の
「
地
域
・
地
区
」
の

う
ち
の
「
地
域
」
に
も
と
ず
い
て
、
区
役
所
に
お
け
る
事
務
上
で
の
現
状
を

把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
区
分
を
次
に
簡
単
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。

⑩
商
業
地
区
と
い
う
の
は
、
主
に
商
業
の
店
舗
の
連
続
す
る
地
区
の
こ
と

で
あ
る
。

ァ
高
度
商
業
地
区

店
舗
が
連
な
り
、
商
業
地
区
と
し
て
高
度
に
発
達
し
て
い
る
地
区

で
、
駅
、
百
貨
店
、
映
画
館
、
銀
行
な
ど
を
中
心
と
し
、
衣
類
販
売

店
、
食
品
店
、
高
級
飲
食
店
な
ど
を
主
に
す
る
商
業
地
で
、
市
全
域
を

対
象
と
す
る
広
域
的
な
商
圏
を
持
っ
て
、
平
均
的
に
大
き
い
規
模
の
店

舗
が
集
中
し
て
い
る
地
区
で
、
関
内
、
関
外
、
山
下
町
、
元
町
な
ど
が

該
当
す
る
。

イ
普
通
商
業
地
区

周
辺
地
域
を
対
象
と
す
る
商
圏
を
持
っ
て
、
衣
料
販
売
店
、
食
料
品

店
、
家
庭
用
品
店
等
の
各
種
の
店
舗
が
平
均
的
に
混
在
し
て
い
る
地
区
、

本
牧
・
根
岸
・
野
毛
の
各
地
区
の
一
部
な
ど
が
該
当
す
る
。

●
地
区
編
●
第
一
章
Ｉ
素
顔
の
中
区

(昭和45～58年）（単位，f）
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②
住
宅
地
区
と
い
う
の
は
、
主
と
し
て
住
宅
用
宅
地
が
連
続
す
る
地
区

で
本
牧
や
根
岸
地
区
が
該
当
す
る
。

ア
併
川
住
宅
地
区

商
業
地
区
の
周
辺
部
で
、
住
宅
と
小
店
規
模
の
店
舗
ま
た
は
事
務
所

が
混
在
す
る
地
区

イ
高
級
住
宅
地
区

敷
地
が
広
大
で
、
か
つ
、
平
均
的
に
み
て
、
普
通
の
住
宅
よ
り
も
多

額
の
建
築
費
を
必
要
と
す
る
住
宅
用
の
宅
地
が
、
連
続
集
中
し
て
い
る

地
区

ウ
普
通
住
宅
地
区

居
住
用
家
屋
が
連
続
す
る
地
区
で
、
高
級
住
宅
地
区
以
外
の
地
区

③
工
業
地
区
と
は
、
主
と
し
て
工
業
用
地
の
連
続
す
る
地
区

ア
大
工
場
地
区

お
お
む
ね
、
都
市
計
画
法
で
規
定
す
る
工
業
地
域
又
は
工
業
専
用
地

域
内
で
、
三
、
○
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
大
工
場
等
が
集
中
し

て
い
る
地
区
で
、
中
区
の
場
合
、
本
牧
ふ
頭
、
釧
町
、
千
鳥
町
、
豊
油

町
で
あ
る
。

イ
中
小
工
場
地
区

お
お
む
ね
、
都
市
計
画
法
で
規
定
す
る
準
工
業
地
域
又
は
工
業
地
域

内
で
、
工
場
敷
地
の
規
模
が
三
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
、
五
○
○

平
方
メ
ー
ト
ル
程
度
ま
で
の
工
場
等
が
集
中
し
て
い
る
地
区
で
、
か
も

め
町
、
錦
町
の
一
部
が
そ
れ
で
あ
る
。
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⑭
特
殊
地
区
と
い
う
の
は
、
門
前
仲
見
世
地
区
、
名
勝
地
区
、
海
水
浴
場

地
区
・
料
亭
街
地
区
等
で
、
一
般
の
商
業
地
区
と
は
若
干
そ
の
性
格
を

異
に
す
る
地
区
を
い
う
。

中
区
で
は
関
内
地
区
の
料
亭
街
地
区
が
特
殊
地
区
と
さ
れ
て
い
た

が
、
料
亭
の
減
少
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
七
年
度
に
は
全
面
梢
が
商
業
地

区
へ
と
組
み
替
え
ら
れ
、
現
在
は
こ
の
地
区
の
該
当
は
な
く
な
っ
た

が
、
こ
れ
も
関
内
地
区
の
変
化
の
一
面
と
見
ら
れ
る
。

ｏ
変
則
な
宅
地
Ｉ
中
区
の
場
合
こ
の
宅
地
の
意
か
に
は
、
接
収
土
地
が
含

ま
れ
て
い
る
。
接
収
に
つ
い
て
は
以
後
の
各
章
で
し
ば
し
ば
述
べ
る
よ
う
に

な
る
が
、
こ
の
面
積
は
一
定
の
面
積
で
は
な
く
、
昭
和
四
十
年
代
に
お
い
て

も
面
積
の
増
減
を
く
り
返
し
て
い
る
。
増
は
契
約
の
更
改
に
よ
る
面
穂
の
追

加
や
面
積
算
定
の
誤
り
に
よ
る
も
の
、
減
は
接
収
の
解
除
で
あ
る
。

接
収
は
当
然
、
一
方
的
に
行
わ
れ
、
土
地
所
有
権
者
の
使
用
収
益
は
不
可

能
と
な
っ
た
。
そ
の
う
え
、
一
方
的
に
決
め
ら
れ
た
金
額
で
「
補
償
」
さ
れ

た
。昭
和
二
十
六
年
九
月
、
日
米
安
全
保
障
条
約
が
締
結
さ
れ
た
の
ち
は
、
土

地
（
建
物
も
同
じ
）
は
国
と
土
地
所
有
権
者
と
の
間
に
お
い
て
私
法
上
の
契

約
賃
貸
借
契
約
の
形
を
と
り
、
相
応
分
の
借
地
（
家
）
料
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

ロ
契
約
更
新
’
三
十
年
十
月
の
区
内
中
鳥
家
（
柏
典
）
の
契
約
拝
の
場
合

に
は
、
そ
の
前
文
に
「
日
本
国
一
一
駐
留
ス
ル
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
軍
隊
（
以
下

駐
留
軍
ト
イ
ウ
）
ノ
用
二
供
ス
ル
目
的
ヲ
モ
ッ
テ
」
と
明
記
し
て
二
九
カ
条

の
地
区
編
●
第
一
童
ｌ
素
顔
の
中
区

表 地目別土地一覧

表：２宅地の用途地区月 (昭和54年～58年）
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。
｜
さ
き
が
け
ｌ
開
港
場
横
浜
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
海
を
埋
立
て
た

か
さ

土
地
の
上
に
道
路
、
排
水
、
土
地
の
嵩
上
げ
、
井
戸
の
掘
削
な
ど
の
工
事
を

行
い
、
一
定
の
区
画
を
き
め
て
町
割
り
を
行
い
、
市
街
地
化
を
進
め
て
い
っ

た
。
明
治
に
入
っ
て
わ
が
国
は
じ
め
て
の
近
代
水
道
・
下
水
道
・
瓦
斯
、
そ

し
て
冠
気
が
吹
汽
に
登
場
し
て
、
よ
く
や
く
近
代
化
の
曙
を
見
た
も
の
の
、

官
や
、
貿
易
の
た
め
の
施
設
建
設
の
み
が
先
行
し
、
居
住
者
の
増
加
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
都
市
と
し
て
の
本
格
的
整
備
は
、
大
正
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

第
二
節
ｏ
中
区
の
都
巾
計
画

か
ら
な
る
明
細
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
契
約
期
間
は
一
カ
年
と
さ

れ
「
た
だ
し
書
」
に
は
「
更
新
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

本
牧
地
区
の
一
・
二
号
接
収
地
は
結
局
更
新
に
更
新
を
重
ね
、
昭
和
五
十
七

年
三
月
、
よ
う
や
く
そ
の
更
新
を
止
め
た
。
す
な
わ
ち
接
収
の
解
除
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
、
実
に
三
十
六
カ
年
を
経
て
い
た
。

だ
が
、
根
岸
地
区
に
あ
っ
て
は
米
軍
の
根
岸
住
宅
地
区
と
し
て
い
ま
な

お
、
年
毎
に
契
約
の
更
新
が
く
り
返
し
行
わ
れ
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
更
新
が

止
む
の
か
、
依
然
と
し
て
き
わ
め
て
変
則
的
に
、
接
収
と
い
う
土
地
利
用
が

根
岸
地
区
の
一
角
に
つ
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
第
九
章
根
岸
地
底
参
照
）

接
収
は
過
去
の
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
五
十
九
年
の
現
在
に
到
っ
て
も
、
い

ま
だ
終
っ
て
い
な
い
。
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明
治
二
十
二
年
四
月
横
浜
市
が
誕
生
、
同
三
十
四
年
以
降
、
市
域
が
拡
張

し
て
行
く
の
に
伴
い
都
市
と
し
て
の
基
礎
固
め
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
。

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
九
月
東
京
市
区
改
正
条
例
が
横
浜
。
神
戸
・
名

古
屋
な
ど
の
大
都
市
に
準
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
翌
八
年
都
市
計
画
法
及

び
市
街
地
建
築
物
法
が
公
布
。
九
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
横

浜
市
も
本
格
的
な
都
市
計
画
に
よ
る
都
市
と
し
て
の
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

Ｏ
大
正
ｌ
大
正
十
一
年
四
月
、
都
市
計
両
の
区
域
は
市
域
一
万
六
、
六
二

○
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
決
定
ざ
れ
現
在
の
中
区
が
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
年

の
八
月
、
七
八
・
五
へ
ク
タ
ー
ル
が
防
火
区
域
に
決
定
さ
れ
た
が
、
そ
の
防

火
区
域
は
山
下
町
が
対
象
と
な
っ
た
。
震
災
後
の
十
三
年
三
月
に
は
都
市
計

画
街
路
の
新
設
・
改
修
。
そ
の
年
の
七
月
に
は
土
地
区
画
整
理
事
業
の
決

定
、
十
四
年
一
月
に
は
山
下
・
野
毛
山
の
各
公
園
が
事
業
決
定
さ
れ
、
翌
八

月
に
は
川
途
地
域
の
指
定
な
ど
、
次
々
と
都
市
整
備
の
一
連
の
施
策
が
は
じ

ま
っ
た
。
こ
れ
ら
は
市
街
地
で
あ
る
関
内
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

Ｏ
昭
和
１
噸
和
三
年
阿
月
遊
蹄
の
大
幅
追
加
用
途
地
域
の
大
き
な
変
更

が
行
わ
れ
て
以
来
、
次
斉
に
糖
臓
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
。
横
浜
は
二
十
年
五

月
戦
災
、
そ
し
て
終
戦
と
な
り
接
収
さ
れ
た
が
、
政
府
機
関
に
戦
災
復
興
院

が
設
置
さ
れ
、
さ
ら
に
二
十
一
年
九
Ⅱ
十
日
特
別
都
市
計
画
法
が
公
布
、
二

十
二
年
に
は
戦
災
復
興
都
市
改
造
事
業
が
開
始
さ
れ
沿
革
編
で
述
ぺ
た
よ
う

に
事
業
が
行
わ
れ
た
。
二
十
五
年
十
月
二
十
一
日
、
特
別
法
と
し
て
横
浜
国

際
港
都
建
設
法
が
公
布
さ
れ
た
。
以
来
枇
浜
は
国
際
港
湾
都
市
と
し
て
都
市

。
Ｈ
か
Ｎ



蜷
備
が
行
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
後
も
、
都
市
計
画
事
業
は
、
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
っ
て
用
途
地

域
の
変
更
（
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
）
、
消
防
水
利
の
決
定
（
二
十
七
年
一

月
）
、
下
水
排
水
区
域
の
決
定
（
二
十
七
年
四
月
）
な
ど
と
相
次
い
だ
。

三
十
二
年
、
国
際
港
都
建
設
総
合
薙
幹
計
阿
が
決
定
さ
れ
、
さ
ら
に
「
地

域
・
地
区
」
「
都
市
施
設
」
の
各
分
野
の
工
事
が
着
手
さ
れ
て
い
っ
た
。
例

え
ば
下
水
排
水
区
域
の
全
市
拡
張
決
定
（
三
十
一
一
一
年
一
一
一
月
三
日
）
、
高
速
道

路
横
浜
羽
田
線
の
決
定
（
三
十
九
年
六
月
）
、
四
十
年
代
に
入
っ
て
六
大
事
業

が
発
表
さ
れ
、
都
市
整
備
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。

四
十
三
年
六
月
十
五
日
都
市
計
画
法
（
新
法
）
が
公
布
。
以
来
高
速
鉄
道

（
地
下
鉄
一
号
線
）
が
四
十
三
年
七
月
十
一
日
決
定
す
る
な
ど
、
新
機
軸
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
中
区
に
は
こ
の
地
下
鉄
の
主
要
駅
（
関
内
駅
）
が

置
か
れ
た
。
さ
ら
に
、
四
十
八
年
九
月
、
計
両
決
定
さ
れ
て
い
た
根
岸
森
林

公
園
が
五
十
二
年
十
月
に
、
大
通
公
園
が
五
十
三
年
九
月
に
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー

プ
ン
す
る
な
ど
、
都
市
と
し
て
の
新
し
い
顔
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。

昭
和
四
、
五
十
年
代
次
だ
と
施
設
が
充
実
し
て
ゆ
く
な
か
で
、
昭
和
五
十

六
年
十
二
月
、
横
浜
市
は
「
よ
こ
は
ま
皿
世
紀
プ
ラ
ン
（
横
浜
市
総
合
計
画

。
唯
木
計
画
と
で
昭
和
五
十
六
年
か
ら
向
う
五
カ
年
間
の
実
施
計
阿
を
策

定
・
発
表
し
た
。
こ
れ
に
は
横
浜
の
未
来
に
大
き
な
期
待
か
込
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
横
浜
で
の
都
市
整
備
の
経
緯
の
概
要
を
述
べ
て
き
た
が
、
ま
さ
に

都
市
の
発
展
の
足
跡
と
い
え
る
。
中
区
の
場
合
、
都
心
部
と
し
て
常
に
こ
う
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地
域
と
い
う
の
は
、
川
途
地
域
と
称
さ
れ
る
も
の
で
、
住
居
・
商
業
・
工

業
の
各
地
域
に
分
け
て
雑
多
な
建
築
物
が
混
在
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
住
居
環

境
の
保
誕
、
商
・
工
業
の
機
能
維
持
、
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
用
途
地
域
は
さ
ら
に
八
つ
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

ア
第
一
穂
住
居
専
川
地
域
…
…
…
低
凧
住
宅
地
と
し
て
良
い
環
境
を
保

述
ぺ
た
が
、
実

仙
用
途
地
域

２
地
域
・
地
区
ｌ
地
域
・
地
区
は
前
の
区
域
墜
分
と
と
も
に
土
地
利
爪

計
画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
地
域
」
に
つ
い
て

は
、
前
に
土
地
利
用
状
況
の
項
で
商
業
・
住
宅
・
工
業
の
各
地
区
に
分
け
て

述
ぺ
た
が
、
実
質
上
に
異
な
る
こ
と
は
な
い
。

ｏ
都
市
計
画
法
の
概
要
ｌ
祁
市
計
画
法
の
概
要
は
表
３
に
示
し
た
が
、
大

き
く
分
け
て
、
１
、
区
域
区
分
、
２
、
地
域
・
地
区
３
、
都
市
施
設

４
、
市
街
地
開
発
事
業
の
四
種
類
に
分
類
で
き
る
。
以
下
は
や
や
煩
わ
し
い

が
、
中
区
に
適
用
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
。
数
値
に
つ
い

て
は
表
４
に
示
し
た
。

‐
区
域
区
分
ｌ
区
域
区
分
は
鱸
秩
序
厳
市
街
地
の
開
発
を
防
止
し
て
、

都
市
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に
市
域
を
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に

区
分
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
「
線
引
き
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

中
区
の
場
合
、
全
域
一
、
八
四
五
へ
ク
タ
ー
ル
が
市
街
化
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

ざ
る
を
得
な
い
。

し
た
都
市
計
画
の
事
業
実
施
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
き
た
の
は
、
幸
と
言
わ

。
Ｈ
⑦
〕
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護
し
て
、
住
宅
の
密
集
化
を
抑
制
す
る
も
の
で
指
定
は
山
手
町
が
メ
イ

ン
で
、
そ
の
周
辺
の
本
牧
、
根
岸
、
各
地
区
の
一
部
が
該
当
し
て
い

る
。
区
内
の
約
四
分
の
一
、
用
途
地
域
全
体
の
二
四
・
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト

に
当
っ
て
い
る
。

ィ
第
一
一
種
住
居
専
用
地
域
…
…
…
中
・
高
圃
の
共
同
住
宅
を
建
て
ら
れ

る
地
域
で
、
根
岸
の
滝
ノ
上
、
旭
台
、
山
手
町
の
一
部
（
蔓
葉
学
園
付

近
）
、
妙
香
寺
台
な
ど
の
町
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ウ
住
居
地
域
…
…
…
住
居
的
な
施
設
が
中
心
と
な
る
地
域
で
、
公
害
の

な
い
一
定
規
模
の
工
場
を
建
て
ら
れ
る
地
域
で
、
本
牧
元
町
、
山
元

町
、
小
港
、
北
方
、
千
代
崎
、
柏
葉
、
打
越
な
ど
の
各
町
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

エ
近
隣
商
店
街
…
…
…
ま
わ
り
の
住
居
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
住
民
に

た
い
し
て
日
用
品
な
ど
供
給
す
る
商
業
地
域
（
商
店
街
）
で
、
元
町
、

石
川
町
、
そ
れ
に
麦
田
町
、
大
和
町
、
本
牧
町
の
一
部
、
本
牧
三
之
谷

山
元
町
な
ど
で
、
こ
れ
ら
は
商
店
街
を
形
成
、
工
場
や
劇
場
、
キ
ャ
バ

レ
ー
な
ど
は
建
て
ら
れ
な
い
。

オ
商
業
地
域
…
・
…
・
・
銀
行
・
事
務
所
・
デ
パ
ー
ト
・
劇
場
・
料
理
店
な

ど
、
商
業
や
業
務
施
設
が
集
ま
る
地
域
で
、
伊
勢
佐
木
町
、
野
毛
町
、

関
内
各
町
な
ど
、
関
内
・
関
外
の
全
部
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
そ
れ
に
横

浜
港
や
本
牧
ふ
頭
も
こ
の
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
面
積
五
七
三
へ

ク
タ
ー
ル
、
区
内
の
面
積
の
一
一
一
三
．
ハ
ー
セ
ン
ト
。
全
市
の
面
積
で
も
実

に
四
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
中
区
で
占
め
て
い
る
。
こ
こ
に
も
中
区
の

計画

’
４．汗街ｊｌＩＩ陶発事業

｜
市街対I：
開空事鷺等予定Ｋ域

3．都市施設 促進区域

一~T~￣

□雛嬢鋼発
一七地区画整理
Ｌ促進区域

一住宅街区整ＭＭ
－促進区域

■国趨騨

□鰄再蝋葹事業
□工業団地造成事業

■市街地再開発事業

｢供給施設、
､又は処理施設ノ

ロ撰供藷施繊
□ガス供給施設

回下水道

〔教育文化脳波〕

□学校

、図書館

□研究施設・その他

｢医療施設又は、
し社会福祉施設'

一新住宅｢肯街地１１N発
一事業幻予定区域

□蕊9蝋域

□蕊iii韓雛
麺医評繕 .丙饗鑑宅施設

□調鶚露庁施

□禦譲恥の

■病院

□保育所・その他

ごその他の施設〕

回市場

□と蓄場

ロ火葬場

■一団地の仇宅施投

ロー団地の官公庁施設

□流通業務団地

□電気通Irl施設

防風防水，防雪，
防砂，防潮の施設

■防火の施設

回汚物処理場

Ｅごみ薩却場

」也域冷暖Iii波

ごみ運搬用管踏

〔水路〕

■巳河川

■、邇河・その他

□地区計画

□沿道耀備計画

(横浜市“横浜の都市計画より，転載）

◎
閂
。
←



特
徴
が
見
ら
れ
る
。

力
準
工
業
地
域
・
…
・
…
・
家
内
工
業
や
、
公
害
発
生
の
恐
れ
の
な
い
工

場
・
倉
庫
、
そ
れ
に
軽
工
業
・
流
通
施
設
の
集
ま
っ
て
い
る
地
域
で

山
手
町
の
が
け
下
一
樅
を
除
い
た
新
山
下
一
丁
目
、
新
山
下
二
丁
目
、

新
山
下
三
丁
目
の
各
町
と
錦
町
の
一
部
が
こ
れ
に
当
っ
て
い
る
。

キ
エ
業
地
域
…
…
・
・
・
主
に
工
業
の
利
便
を
増
進
す
る
た
め
に
決
め
た
地

域
だ
が
中
区
に
は
該
当
が
な
い
。

ク
エ
業
専
用
地
域
・
…
．
．
…
工
業
の
施
設
だ
け
の
地
域
で
、
臨
海
部
の
大

規
模
工
場
の
集
ま
っ
て
い
る
地
域
が
こ
れ
に
あ
た
っ
て
い
る
。
錦
町
の

大
部
分
、
か
も
め
町
、
豊
浦
町
、
千
鳥
町
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
面
積

三
五
一
一
一
へ
ク
タ
ー
ル
。

以
上
は
、
各
用
途
地
域
別
の
概
要
だ
が
、
住
居
の
地
域
が
一
一
一
七
。
三
パ
ー

セ
ン
ト
、
商
業
の
地
域
三
六
・
六
．
ハ
ー
セ
ン
ト
、
工
業
地
域
二
五
・
九
．
ハ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
て
、
現
在
の
区
内
の
土
地
利
用
の
形
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

②
地
区

こ
れ
は
目
的
別
に
一
定
地
区
を
指
定
し
て
土
地
利
用
の
効
果
を
上
げ
る
こ

と
を
図
る
も
の
だ
が
、
市
街
地
の
枢
要
な
地
区
の
環
境
を
維
持
増
進
し
、
宅

地
の
効
率
的
利
用
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ア
高
度
地
区
…
…
…
建
築
物
の
高
さ
の
最
高
限
度
、
ま
た
は
最
低
限
度

が
決
め
ら
れ
た
地
区
で
、
最
高
限
度
は
一
’
五
種
、
最
低
限
度
は
一
、

二
種
と
細
分
さ
れ
て
い
る
。
区
内
で
は
関
内
・
関
外
が
指
定
さ
れ
、
そ
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表８３都市計画法による都市計画一覧表

都 市

区域区分

■市街化区域

■市街化調整区域

｜
地域・地区２

区 〔交通施設〕

■回道路

■回都市高速鉄道

回駐車場

■自動車ターミナル
その他

〔公共空地〕

■回公園

■回緑地

■回広場

□墓閏・その他

ご用

回高度利用地区

■鶴朋地域ロ特定街,ｘ
■雛用地域亘幾蝿域
■住居地域

□美穎地区

■近隣商業地域■風致地区
■商業地域 ■鹿港地区

■準エ業地域
回駐車場雅備地区

■工業地域
■緑地保全地区

■工業専用地域□流通業務地区

□鰯鰐蒟区

〔特別用途地区〕

特別工業地区

文教地区

小売店All地区

事務所地区

厚生地区

娯楽，レクリエ
ーション地区

観光地区

特別業務地区

■県知事決定

ロ市決定

□現在横浜市で指定されていないもの

Ｃ
Ｈ
Ｃ
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●
地
区
編
Ｃ
第
一
章
ｌ
素
顔
の
中
区

の
面
積
は
一
、
一
一
一
八
三
へ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
っ
て
い
る
。

ゥ
両
度
利
川
地
区
・
…
・
・
・
・
・
市
街
地
に
お
け
る
土
地
の
〈
Ⅱ
理
的
で
健
全
な

高
度
利
用
と
、
都
市
機
能
の
更
新
を
図
ろ
た
め
の
指
定
で
、
区
内
で
は

○
・
六
五
へ
ク
タ
ー
ル
。
野
宅
町
三
丁
目
が
五
十
三
年
十
一
月
に
指
定

さ
れ
た
。

ェ
防
火
地
域
・
準
防
火
地
域
…
…
防
火
地
域
は
主
に
商
業
地
や
官
公
庁

な
ど
の
重
要
施
設
が
集
中
対
建
築
物
が
密
集
し
て
い
る
地
区
な
ど
火
災

の
危
険
の
大
き
い
区
域
に
指
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
面
的
に

指
定
困
難
な
場
合
に
は
、
重
要
街
路
の
沿
線
を
帯
状
に
指
定
、
不
燃
化

建
築
物
の
壁
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
。
準
防
火
地
域
は
、
全
体
的
に
市

街
地
建
築
物
の
防
火
機
能
を
高
め
、
大
火
災
発
生
を
防
止
す
る
た
め

に
、
防
火
地
域
の
周
辺
部
に
広
く
指
定
さ
れ
て
い
る
。

区
内
で
二
四
一
へ
ク
タ
ー
ル
（
区
面
積
の
一
一
一
一
・
一
．
ハ
ー
セ
ン
ト
が

防
火
地
域
、
七
三
八
・
七
へ
ク
タ
ー
ル
（
同
、
四
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
が

準
防
火
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
防
火
地
域
は
全
市
の
三

五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
っ
て
い
て
、
こ
こ
に
も
中
区
の
特
徴
が
う

か
が
え
る
。

こ
の
防
火
地
域
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大
正
十
一
年
八
月
一
日
関

内
に
早
く
も
決
定
さ
れ
た
。
当
時
は
甲
・
乙
の
防
火
地
区
に
分
け
、
甲

は
七
四
へ
ク
タ
ー
ル
、
乙
は
四
五
へ
ク
タ
ー
ル
、
合
計
二
九
へ
ク
タ

ー
ル
で
あ
り
、
関
内
の
防
火
に
関
心
が
ば
ら
わ
れ
施
策
が
な
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
十
四
年
八
月
十
一
日
、

関
内
に
追
加
指
定
さ
れ
て
以
来
、
し
ば
し
ば
修
正
が
行
わ
れ
た
。

オ
風
致
地
区
…
…
…
緑
の
保
誕
・
育
成
・
景
観
の
保
全
を
図
る
た
め
に

指
定
さ
れ
る
も
の
で
、
す
で
に
昭
和
十
六
年
五
月
三
日
、
全
市
一
○
地

区
二
、
八
四
七
へ
ク
タ
ー
ル
が
決
定
さ
れ
た
。
緑
の
保
全
と
と
も
に
、

防
空
防
護
の
目
的
を
持
っ
た
も
の
で
、
中
区
に
お
い
て
は
山
手
風
致
地

区
（
一
二
五
へ
ク
タ
ー
ル
）
木
牧
根
岸
風
致
地
区
（
一
七
○
ヘ
ク
タ
ー
と

が
決
定
さ
れ
た
。

四
十
八
年
（
一
九
七
一
一
一
）
十
二
月
二
十
五
日
、
制
度
改
正
に
よ
っ
て

山
手
（
一
○
五
へ
ク
タ
ー
ル
）
本
牧
（
六
二
へ
ク
タ
ー
ル
）
根
岸
（
一

二

一
一
一
へ
ク
タ
ー
ル
）
の
風
致
地
区
が
ふ
た
た
び
指
定
さ
れ
た
。
こ
の
山

手
風
致
地
区
は
山
手
町
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
妙
一
香
寺
台
の
ほ
か
周
辺
の

八
カ
町
の
各
一
部
。
本
牧
風
致
地
区
は
三
渓
剛
所
在
地
の
本
牧
一
一
一
之
谷

を
中
心
と
し
て
周
辺
の
三
カ
町
。
根
岸
風
致
地
区
は
、
根
岸
森
林
公
園

を
中
心
と
し
た
周
辺
の
一
二
カ
町
が
含
ま
れ
て
い
る
。

力
臨
港
地
区
…
…
…
公
共
ふ
頭
や
臨
海
工
業
地
幣
が
一
帯
と
な
っ
て
港

湾
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
定
め
ら
れ
、
旅
客
や
一
般
貨
物
を
取
扱

う
商
港
区
、
工
業
そ
の
他
の
工
業
用
施
設
を
設
置
す
る
目
的
の
工
港
区

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
市
域
の
海
岸
線
は
中
区
を
は
じ
め
、
鶴
見
、
神

奈
川
、
西
、
磯
子
、
金
沢
の
各
区
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
港
区
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。
中
区
の
場
合
は
、
山
下
公
園
を
除
い
た
海
岸
線
全
部

で
横
浜
港
は
も
と
よ
り
、
本
牧
、
根
岸
の
各
地
区
に
わ
た
っ
て
い
る
。

町
で
い
え
ば
海
岸
迦
、
新
港
町
、
山
下
町
、
木
牧
ふ
頭
、
錦
町
、
か
も

。
Ｈ
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め
町
、
豊
浦
町
の
各
町
で
あ
る
。

キ
、
駐
車
場
整
備
地
区
…
…
…
自
動
車
の
増
加
に
よ
っ
て
蹄
上
駐
車
が
交

通
の
妨
げ
と
な
る
が
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
束
の
流
入
抑
止
と
必

要
一
最
少
限
度
の
駐
車
を
許
す
た
め
の
地
区
で
、
関
内
と
関
外
の
両
地
区

と
描
浜
駅
周
辺
が
指
定
さ
れ
た
。
中
区
内
は
二
五
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

る
。

０
３
都
市
施
設
ｌ
獅
市
計
剛
法
で
の
都
市
施
殺
は
交
通
施
繊
、
公
共
空
地

な
ど
、
都
市
の
機
能
の
維
持
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ
る
。
表

５
は
中
区
内
の
都
市
施
設
で
、
法
に
よ
る
指
定
・
決
定
施
設
の
一
覧
だ
が
、

以
下
順
に
概
要
を
述
べ
た
い
。

ア
道
路
（
表
５
の
Ⅲ
）

道
路
は
、
自
動
車
専
用
道
路
と
幹
線
道
路
、
区
画
街
路
、
特
殊
街
路

（
地
下
街
）
そ
れ
に
駅
前
広
場
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
動
車
専

用
道
路
は
区
内
延
長
一
万
二
、
八
二
○
メ
ー
ト
ル
で
昭
和
四
十
三
年
十

二
月
に
告
示
さ
れ
た
横
浜
・
羽
田
空
港
線
（
横
羽
線
）
。
昭
和
五
十
二

年
八
月
に
告
示
さ
れ
た
高
速
湾
岸
線
が
主
な
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
横
羽
線
は
い
ま
、
堀
川
の
上
を
通
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
巨
大
な
商
架
式
の
道
路
を
建
設
叩
で
あ
る
。

高
速
湾
岸
線
は
計
画
が
五
十
二
年
八
月
追
加
さ
れ
て
現
在
鶴
見
区
一
扇

島
地
内
か
ら
千
鳥
町
ま
で
、
一
万
○
、
五
○
○
メ
ー
ト
ル
、
尚
上
式
、

幅
員
二
八
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
れ
は
現
在
工
事
中
で
あ
る
が
、
そ
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
は
横
浜
港
の
入
、
を
横
切
る
ペ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
で
あ
る
。
現
在
べ

の
地
区
編
の
第
一
章
Ｉ
素
顔
の
中
区

イ
プ
リ
ッ
ジ
の
基
底
部
が
工
事
中
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
工
事
は
都
市
交
通
の
墹
加
に
対
応
し
、
自
動
車
交
通
の
効

率
的
処
理
を
図
る
た
め
の
も
の
で
、
現
在
及
び
将
来
に
お
け
る
重
要
な

交
通
施
設
の
建
設
で
あ
る
。

幹
線
道
路
は
現
在
一
六
路
線
、
全
延
長
四
万
○
、
一
九
○
メ
ー
ト
ル

が
計
画
さ
れ
、
完
成
し
た
も
の
は
二
万
七
、
一
四
○
メ
ー
ト
ル
、
国
道

三
五
七
号
線
、
主
要
地
方
道
本
牧
桜
木
町
線
が
未
完
成
、
湾
岸
線
、
山

下
・
長
津
田
線
、
横
浜
駅
・
根
岸
線
、
桜
木
・
東
戸
塚
線
が
そ
れ
ぞ
れ

一
部
未
完
成
で
あ
る
。

道
路
は
全
市
的
に
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
計
画
決
定
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
延
長
さ
れ
、
脈
員
計
画
も
度
斉
変
更
さ
れ
た
が
、
本
市
に
お
い

て
、
道
路
計
画
が
大
幅
に
行
わ
れ
た
の
は
、
震
災
直
後
と
終
戦
商
後
と

で
、
い
ず
れ
も
復
興
の
た
め
で
あ
っ
た
。

大
正
十
三
年
一
一
一
月
十
一
日
、
横
浜
都
市
計
画
街
路
二
一
路
線
の
新
設

改
修
が
決
定
さ
れ
た
が
、
区
内
の
主
な
も
の
は
次
の
路
線
で
あ
っ
た
。

（
三
号
線
）
本
町
四
丁
目
Ｉ
真
砂
町
ｌ
蒔
田
町
ｌ
大
岡
町
間
、
四
、
五

一
一
○
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
二
一
一
か
ら
二
五
メ
ー
ト
ル
。
（
四
号
線
）
大
江

橋
南
詰
ｌ
尾
上
町
ｌ
西
ノ
橋
ｌ
北
方
町
１
本
牧
町
原
問
、
四
、
七
一
○

メ
ー
ト
ル
、
幅
員
二
二
か
ら
二
五
メ
ー
ト
ル
等
で
あ
っ
た
。

次
い
で
昭
和
三
年
五
月
第
三
次
市
域
拡
張
を
う
け
て
都
市
計
画
道
路

全
市
一
一
一
二
路
線
、
補
助
路
線
五
六
が
決
定
さ
れ
た
が
、
中
区
内
の
主
な

道
路
は
山
元
町
一
丁
目
ｌ
根
岸
芝
生
台
（
現
、
根
岸
旭
台
）
間
（
一
二

。
Ｈ
○
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～

号
線
）
二
万
一
、
三
九
○
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
一
八
’
二
○
メ
ー
ト
ル
。

本
猿
町
原
ｌ
根
岸
町
ｌ
磯
子
区
西
根
岸
町
間
（
一
一
一
○
号
線
）
、
三
、
六
八

○
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
二
二
メ
ー
ト
ル
な
ど
で
、
現
在
の
道
路
は
、
ほ
ぼ

こ
の
時
の
決
定
と
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
横
浜
戦
災
復
興
都
市
計
画
に
よ
っ

て
、
広
路
六
、
一
等
級
一
六
の
路
線
等
が
計
画
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
の

と
き
は
桜
木
町
ｌ
麦
田
町
ｌ
問
門
ｌ
根
岸
町
間
（
本
牧
根
岸
線
）
八
、

六
六
○
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
三
○
メ
ー
ト
ル
、
山
下
町
ｌ
新
山
下
ｌ
小
港

町
三
丁
目
（
山
下
町
小
港
線
）
二
、
九
五
○
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
一
一
一
六
メ

ー
ト
ル
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
桜
木
町
駅
前
に
は
広
場
が
併
設

さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一
例
だ
が
、
道
路
計
画
は
現
在
で
も
次
斉
と
計

画
さ
れ
、
幅
員
、
延
長
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は

網
の
目
の
よ
に
複
雑
で
あ
る
。

特
殊
街
路
は
地
下
街
（
道
）
の
こ
と
で
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
に

計
画
決
定
さ
れ
た
。
わ
ず
か
二
六
○
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
区
内
に
始
め
て

の
も
の
で
、
表
に
示
す
よ
う
に
二
線
、
尾
上
町
一
丁
目
か
ら
伊
勢
佐
木

町
一
丁
目
の
伊
勢
佐
木
通
線
ニ
リ
ナ
ー
ド
の
こ
と
で
昭
和
五
十
一
年

十
月
工
事
完
成
後
オ
ー
プ
ン
し
た
）
、
そ
れ
に
こ
の
線
と
関
内
駅
を
つ

な
ぐ
港
町
三
。
四
丁
目
間
の
港
町
通
線
で
あ
る
。
こ
の
二
線
に
は
出
入

、
一
二
カ
所
が
あ
る
。
幅
員
は
六
’
三
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

イ
高
速
鉄
道
（
地
下
鉄
）
（
表
５
の
Ⅲ
）

●
地
区
編
●
第
一
章
ｌ
素
顔
の
中
区

こ
れ
は
四
十
四
年
五
月
、
国
際
港
都
窪
設
計
画
高
速
鉄
道
一
号
線
、

二
号
線
と
し
て
告
示
さ
れ
た
。
高
速
鉄
道
と
い
う
の
は
地
下
鉄
の
こ
と

で
、
本
市
始
ま
っ
て
以
来
の
交
通
機
関
で
あ
っ
た
。
地
下
鉄
に
つ
い
て

は
こ
の
編
第
三
章
関
外
地
区
で
ふ
れ
る
が
、
工
事
に
あ
た
っ
て
は
特
に

大
岡
川
の
川
底
の
さ
ら
に
下
を
通
す
の
は
当
時
、
東
洋
一
の
難
工
事
と

い
わ
れ
た
よ
う
に
、
地
下
鉄
は
苦
難
の
の
ち
に
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
全
延
長
一
万
二
、
六
九
六
メ
ー
ト
ル
。

ウ
公
園
（
表
５
の
②
）

現
在
の
公
園
は
表
の
よ
う
に
、
特
殊
公
園
の
山
下
公
園
ほ
か
三
二

園
、
六
二
・
九
六
へ
ク
タ
ー
ル
、
人
口
一
人
当
り
五
・
二
一
平
方
メ
ー

ト
ル
（
全
市
一
人
当
り
一
・
九
九
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
児
童
公
園
は
昭
和
二
十
七
年
か
ら
三
十
一
年
に
か
け
て
次
だ
と
誕
生

し
た
。
標
準
面
積
○
・
二
五
へ
ク
タ
ー
ル
、
ど
の
家
か
ら
も
二
五
○
メ

ー
ト
ル
以
内
の
身
近
な
公
園
と
い
う
の
が
理
想
で
あ
っ
た
。
区
内
に
は

二
二
公
園
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

各
公
園
の
変
遷
に
つ
い
て
は
第
二
章
以
下
所
在
す
る
地
区
の
章
で
述

べ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
点
ほ
ど
あ
げ
て
お
き
た
い
。
そ
の
一
つ
は
昭
和

十
六
年
、
本
牧
公
園
の
建
設
が
告
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
の
建
設
の

理
由
は
「
防
空
防
誕
」
で
あ
り
、
現
在
の
「
市
民
の
慰
楽
の
用
に
供
す

る
」
と
い
う
理
由
と
は
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
。

さ
ら
に
、
三
十
二
年
十
二
月
、
既
設
の
公
園
八
狸
殿
の
廃
止
は
「
本

公
園
の
一
部
が
既
に
連
合
軍
の
管
理
下
で
他
の
施
設
に
利
用
さ
れ
て
い

。
再
び
壷
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エ

ろ
」
と
い
う
こ
と
が
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら

も
、
本
来
市
民
の
た
め
の
公
園
の
存
廃
も
ま
た
時
代
に
左
右
さ
れ
た
と

い
え
る
。

広
場
（
表
５
の
②
）

開
港
誓
料
館
の
隣
に
開
港
広
場
が
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
派
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
計
画
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
日

米
和
親
条
約
締
結
の
記
念
碑
を
中
心
に
、
噴
水
、
照
明
、
ベ
ン
チ
、
彫

刻
が
配
贋
さ
れ
て
い
る
。
ミ
ナ
ト
横
浜
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ

る
ｃ

下
水
道
（
表
５
の
③
）

「
道
路
が
都
市
の
動
脈
だ
と
す
れ
ば
、
下
水
道
は
都
市
の
静
脈
だ
と
い

え
ま
す
」
（
横
浜
市
『
幟
浜
の
都
市
計
両
』
昭
五
十
二
・
三
）
と
い
わ
れ

る
下
水
道
は
、
横
浜
市
特
別
計
阿
と
し
て
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
十
四

日
、
関
内
、
関
外
、
山
手
、
根
岸
、
本
牧
そ
れ
に
西
戸
部
（
西
区
）
南

吉
川
（
南
区
）
の
各
一
部
に
わ
た
る
総
面
枇
一
、
六
九
七
・
七
一
へ
ク

タ
ー
ル
の
処
理
一
区
域
が
告
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
全
市
域
を
北
部
、
中

部
、
南
部
に
大
別
し
た
な
か
で
、
中
区
は
中
部
地
区
で
あ
っ
た
。
総
而

積
の
な
か
に
は
す
で
に
完
成
し
て
い
る
二
七
・
五
へ
ク
タ
ー
ル
が
含

ま
れ
て
い
る
ｃ

中
区
内
の
下
水
道
の
場
合
表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
一
部

は
工
事
中
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
下
水
処
理
場
は
こ
の
地
区
で
は
千
代
崎

川
河
口
の
錦
町
に
、
南
部
は
磯
子
区
の
掘
割
川
河
口
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置

力
河
川都
市
計
画
上
の
運
河
と
し
て
中
区
に
お
い
て
は
、
大
正
十
三
年
十
二

月
二
十
九
日
帷
子
川
（
保
土
ケ
谷
区
）
と
共
に
大
岡
川
が
告
示
さ
れ
て

い
る
。
延
長
二
、
六
二
九
メ
ー
ト
ル
、
南
吉
田
南
セ
ツ
目
地
か
ら
中
村

川
を
経
て
北
仲
通
六
丁
目
問
、
幅
員
は
二
七
メ
ー
ト
ル
な
い
し
六
九
メ

ー
ト
ル
（
河
口
部
）
で
、
水
深
マ
イ
ナ
ス
二
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る
。

河
川
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
五
年
三
月
六
日
、
滝
ノ
川
（
神
奈
川

区
）
と
と
も
に
千
代
崎
川
が
改
修
事
業
の
対
象
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い

さ
れ
て
稼
働
中
で
あ
る
。
こ
の
処
理
場
は
雨
水
と
汚
水
を
同
一
の
管
渠

で
流
下
さ
せ
る
合
流
式
と
し
て
い
る
。
汚
水
般
は
一
人
一
Ⅱ
平
均
二
○

○
リ
ッ
ト
ル
を
予
想
し
て
い
る
。

な
お
表
以
外
他
区
に
に
お
い
て
は
処
理
区
域
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
、

例
へ
ぼ
、
鶴
見
区
矢
向
、
潮
田
、
平
安
な
ど
北
部
地
区
が
そ
れ
で

吐
口
、
ポ
ン
プ
場
な
ど
が
決
っ
て
い
る
が
、
中
区
以
外
な
の
で
詳
述

は
さ
け
る
。

ま
た
、
三
十
五
年
八
月
二
十
九
日
に
は
本
牧
汚
物
処
理
場
（
小
港
埋

立
地
先
）
と
根
岸
汚
物
処
理
場
と
が
告
示
さ
れ
た
が
、
五
卜
六
年
十
月

十
五
日
下
水
道
施
設
の
既
定
計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
中
部
処
理
区

も
幹
線
や
貯
留
管
増
強
が
は
か
ら
れ
、
こ
の
結
果
現
在
の
中
部
下
水
処

理
場
も
面
積
六
・
八
へ
ク
タ
ー
ル
に
増
加
、
処
理
能
力
は
晴
天
時
鐘
犬

一
日
九
万
六
三
○
○
立
方
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
た
。

◎
博
。
◎



る
。
根
岸
町
柏
葉
（
現
、
柏
葉
町
）
か
ら
北
方
町
小
湊
（
現
、
小
港

町
）
ま
で
延
長
二
、
四
五
ｍ
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
な
い
し
一

四
・
六
メ
ー
ト
ル
（
河
口
部
）
で
、
そ
の
理
由
は
、
川
の
屈
曲
が
は
な

は
だ
し
く
、
そ
の
上
河
底
が
浅
く
、
出
水
の
と
き
は
い
つ
も
氾
濫
し
て

被
窯
も
多
い
。
そ
の
た
め
幅
員
を
拡
げ
、
凧
曲
を
直
し
、
誕
岸
を
撚
倣

し
て
被
需
を
少
な
く
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

い
ま
と
の
千
代
崎
川
は
河
口
部
以
外
す
ぺ
て
暗
渠
で
一
見
し
て
川
と

見
ら
れ
な
い
が
、
大
岡
川
、
中
村
川
・
堀
川
と
と
も
に
中
区
内
に
お
い

て
は
レ
ッ
キ
と
し
た
河
川
で
あ
る
。

都
市
施
設
と
し
て
の
運
河
や
河
川
は
、
近
頃
、
そ
の
機
能
に
変
化
が

見
ら
れ
る
が
、
い
ま
な
お
川
は
、
産
業
の
川
で
あ
り
、
市
民
に
情
緒
を

も
た
ら
す
存
在
で
も
あ
る
。
以
下
、
関
連
の
地
区
で
、
川
の
変
遷
の
一

部
を
述
ぺ
る
こ
と
に
な
る
。

キ
卸
売
市
場

卸
売
市
場
は
昭
和
六
年
二
月
、
現
、
神
奈
川
区
山
内
町
に
中
央
卸
充

市
場
本
場
と
し
て
開
業
、
魚
類
や
蔬
菜
果
尖
を
取
扱
う
た
め
、
寿
町
四

丁
、
に
分
場
が
段
間
さ
れ
た
。
面
祇
は
木
場
一
万
五
、
八
○
○
坪
、
分

場
は
『
四
○
○
坪
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
場
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
一

月
十
四
Ⅱ
に
廃
止
さ
れ
た
。

ク
防
火
水
利

防
火
水
利
は
、
昭
和
十
三
年
八
月
二
○
日
、
全
市
で
四
五
カ
所
、
う

ち
中
区
分
は
二
二
カ
所
（
現
在
の
中
区
の
区
域
で
一
○
カ
所
）
の
設
屑

●
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戦
後
は
二
十
七
年
一
月
三
十
日
、
初
期
消
火
用
と
し
て
水
利
施
設
が

需
示
さ
れ
た
。

ｏ
指
定
、
決
竈
以
外
の
都
市
施
設
ｌ
こ
れ
ま
で
述
ぺ
た
都
市
施
設
は
梛
川

計
画
法
上
、
市
が
指
定
ま
た
は
決
定
し
た
都
市
施
設
だ
が
、
そ
う
で
な
い
も

の
も
当
然
そ
の
重
要
度
合
に
な
ん
ら
の
差
は
な
く
、
そ
の
種
類
は
多
い
。
そ

れ
は
市
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
水
道
、
下
水
道
、
電
気
、
ガ
ス

と
い
う
よ
う
な
供
給
施
設
、
学
校
、
病
院
な
ど
の
教
育
、
文
化
、
医
療
、
福

祉
な
ど
の
諸
施
設
だ
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
別
の
機
会
に
ゆ
ず
る
こ
と
と

ロ
４
市
街
地
開
蕊
事
業
ｌ
市
街
地
開
発
蛎
業
と
い
う
の
は
市
街
を
平
川

的
、
総
合
的
に
終
術
す
る
こ
と
で
、
ｔ
地
区
画
整
理
、
市
街
地
再
開
発
な
ど

で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
獅
業
の
先
駆
的
実
施
は
、
開
港
と
と
も
に
始
ま
っ

た
が
、
本
格
的
な
Ⅲ
街
地
の
開
発
は
関
東
大
震
災
後
の
法
律
に
も
と
ず
い

て
、
土
地
は
画
繋
理
の
方
法
で
実
施
さ
れ
た
。

川
土
地
区
画
整
理
事
業

大
正
十
三
年
七
月
四
日
、
震
災
復
興
に
と
も
な
う
土
地
区
画
轄
理
獅
業
が

し
た
Ｃ

が
告
示
さ
れ
た
。
防
火
水
利
と
い
う
の
は
一
○
○
立
方
メ
ー
ト
ル
の
容

量
を
も
つ
貯
水
欄
で
、
都
市
に
お
い
て
最
大
の
脅
威
は
火
災
で
あ
る
と

い
う
考
え
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
昭
和
十
三
年
頃

は
「
天
災
又
ハ
窄
襲
一
一
際
シ
テ
ハ
断
水
ヲ
予
想
セ
ザ
ル
ペ
ヵ
ラ
ズ
」
と

告
示
卵
由
に
も
あ
る
よ
う
に
防
空
防
誕
を
Ⅱ
的
と
し
て
設
簡
さ
れ
て
い

る
｡

◎
閂
『
。



計
画
決
定
さ
れ
た
。
面
積
八
二
万
八
千
坪
（
二
七
三
・
七
へ
ク
タ
ー
ル
）
で

現
在
の
中
区
、
西
区
、
南
区
に
及
ぶ
広
大
な
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
を

一
三
の
地
区
と
山
下
町
地
区
と
に
分
け
た
。
現
在
の
中
区
の
区
域
で
は
お
お

む
ね
次
の
よ
う
に
区
分
さ
れ
た
。

第
四
地
区
花
咲
、
福
島
、
野
毛
、
宮
川
の
各
町
と
日
ノ
出
町
の
約
半
分
。

第
五
地
区
黄
金
、
三
春
、
初
音
、
英
、
霞
、
南
太
田
町
字
前
里
耕
地
、
Ｒ

ノ
出
町
の
半
分
。

第
八
地
区
住
吉
、
常
盤
、
尾
上
、
港
、
相
生
各
町
の
五
な
い
し
六
丁
目
で

関
内
の
一
部
。

第
九
地
区
長
者
（
五
’
九
丁
目
）
、
蓬
莱
、
雲
井
、
足
曳
、
久
方
、
賑
、

若
葉
、
福
富
、
松
ケ
枝
、
若
竹
、
梅
ケ
枝
、
末
吉
各
町
の
各
一

部
。

第
一
○
地
区
雲
井
、
足
曳
、
久
方
、
賑
、
若
葉
、
末
吉
、
駿
河
、
長
島
、

吉
岡
の
各
町
と
南
吉
田
町
字
南
四
ツ
目
、
同
北
五
シ
目
の
各
一

部
。

第
一
二
地
区
根
岸
町
、
北
方
町
、
千
代
崎
町
、
上
野
町
、
本
牧
町
の
各
一

部
で
、
現
在
の
立
野
、
西
之
谷
、
上
野
、
麦
田
、
千
代
崎
町
、

本
郷
町
に
当
っ
て
い
る
。

第
一
三
地
区
関
内
の
残
り
部
分
で
、
第
八
地
区
に
つ
づ
く
住
吉
町
の
一
’

三
丁
目
、
港
、
真
砂
、
尾
上
、
常
盤
、
元
浜
各
町
の
一
’
四
丁

目
、
北
仲
通
と
南
仲
通
の
一
’
五
丁
目
、
相
生
、
太
田
、
弁
天

通
各
町
一
’
六
丁
目
、
そ
れ
に
海
岸
通
二
’
五
丁
目
、
境
町
の

●
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戦
後
の
二
十
七
年
四
月
十
日
、
伊
勢
佐
木
町
の
周
辺
と
埋
地
地
区
に
た
い

し
て
橘
浜
特
別
都
市
計
画
関
外
士
地
区
画
整
理
が
都
市
計
画
決
定
と
な
っ

た
。
該
当
の
地
区
は
戦
災
を
う
け
接
収
の
の
ち
解
除
さ
れ
た
土
地
で
あ
っ

て
、
靖
界
も
不
明
確
と
な
っ
た
土
地
の
上
に
秩
序
な
く
建
築
さ
れ
た
建
物
が

あ
っ
て
、
地
区
の
発
展
の
妨
げ
と
な
り
、
是
非
と
も
整
備
が
必
要
で
あ
っ
た
。

面
積
は
一
九
万
二
、
六
八
九
坪
（
六
一
一
一
・
六
九
へ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
っ
た
。

そ
の
範
囲
を
示
せ
ば
、
伊
勢
佐
木
町
一
、
二
丁
目
、
福
富
町
西
通
、
福
富

町
仲
涌
、
福
富
町
西
通
、
羽
衣
町
一
、
二
丁
目
、
蓬
莱
町
一
、
二
丁
目
、
万

代
町
、
不
老
町
、
翁
町
の
各
一
’
三
丁
目
、
扇
町
、
寿
町
、
松
影
町
の
各
一

１
四
丁
日
、
そ
れ
に
末
広
町
、
山
吹
町
、
富
士
見
町
、
山
田
町
、
千
歳
町
三

は
、
次
の

地
区
参
照
）

一
、
二
丁
目
、
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

ほ
か
に
一
’
三
、
六
、
七
の
地
区
は
現
在
の
西
区
の
戸
部
・
平
沼
方
面
、

十
一
地
区
は
現
在
の
南
区
の
蒔
田
方
面
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
地
区
の
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
は
、
四
、
五
、
’
三
の
地
区

は
国
、
他
は
山
下
町
地
区
を
含
め
て
市
が
施
行
し
た
。
面
積
七
七
万
二
、
一

○
一
一
一
・
四
四
坪
（
二
五
五
・
二
へ
ク
タ
ー
ル
）
、
減
歩
率
は
平
均
一
七
・
一

．
ハ
ー
セ
ン
ト
、
公
共
道
路
が
整
備
、
拡
幅
さ
れ
、
い
ず
れ
の
土
地
も
、
そ
の

一
方
が
道
路
に
面
す
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
土
地
の
形
状
は
大

き
く
変
化
し
た
。
こ
の
整
理
の
際
、
一
万
二
、
四
八
六
棟
（
山
下
町
を
除
く
）

の
建
物
が
一
時
移
転
、
改
修
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
次
の
章
以
下
で
述
べ
る
こ
と
に
な
る
。
（
第
二
章
関
内
地
区
、
第
七
章
北
方

ｏ
Ｈ
ｕ
Ｈ
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(昭５８．４．１現在）表：４中区区域区分地域地区一覧

１区域区分

○市{fr化区域及び市街化調糖1Ｘ域

m7mFu打 －，'

Ⅱ］

２地域地区

(1)用途地域

▼･'PIM..噸ｆＥ堵ＬｌＺ翻

l1

L」lｌＨ.〕▲［。

ﾆｭｰJZJ

J・凶[］

(2)高度地区 (4)防火地域及び準防火地域 (5)風致地区

４２bP率

影形

(7)駐車場盤Iili地区

250eａ

(6)臨港地Ⅸ

(3)高度利用地区

風致面積
風致率＝0.6511,

区而欄(注）’}'区には特定街渥や緑｣Ⅲ保全地区は桁定されていない。

|穂別’ 最高限hａ

4２１

堆低限hａ

７

工業港凶 332.6

地域別 面戟ｈａ
対区地域
別割合影

対市地域
別制合影

'1｣j火地域 2`1１．０ 13.1 32.2

準防火地域 738.7 40.0 6.7

対区irli積割合形 対市区域別割合％

市街化区域 1,815 100 5.8

市trf化調熱区域

種別 1樋住専 2轍住専 住居 近隣商業 商業 準工業 工業 工業専用 谷 計ロ

面欄１，， 421 7３ 1５２ 6６ 573 8４ 1３ 353 1.735

対区用途別割合鬼 24.3 4．２ 8.8 3.8 33.0 4.8 0.8 20.3 100

対市同種用途割合兜 3.0 Ｌ７ 2.4 5.4 40.7 5.6 0.8 19.4 5.4

地区 種別 面積1,ａ 風致率先

山手
３種

４穂

根岸 3種・４種

本牧
３種

４種

計

7６

2９

8０

4８

1４

247

13.4

１種

２稀

３種

４麓

５種

7３ 1４

1５２

15(）

５８６
区別 面袖hａ

商港灰 334.
￣

⑪



５都市計画上指定・決定都市施設

交還施設

道路

■
●
●

■
Ｐ

表
Ⅲ
ア

要慨 |Ⅱ罹研鍵Ｂｲﾊﾂに窪

路線鑑｜’ＩＪＩ,｝

自勤車専用通路

高速湾岸紳’２３ｍ
~－－－口▲－

Ｍ１()ｍｌ４９０ｍｌ５,500m１０ｍ ］

縦浜羽田空港線

'1’火線

5，６７０１２，２５０１８１５．６７０
１闇’1,650 ｜Ｍｉ５Ｉ)’ 0

川Ｃｌ型50－lMLlUill計

韓線幽路

溝岸線

国道３５７号線

2，４３０１１，４６０机)へ５０１２，４３(）

１８～5(）１７，１４０１４９(）’７，６３(）

特殊街路
本牧線

本町線

高島水牧線

88088｡3６

』諏勢榧

22～2７１１，９７０ 1,970
-

4.540１３～2７１４，５４０

『
】

1１

広場

ＩＨＩ駅①4,7()0㎡ ②12,200㎡

前
一

木

駅
一
桜jＣ

山下本牧磯子線 24～2５１６，２７０ 6，２７０１６，２７０

ｏエフヲ,●碧凶鴎⑤灘Ｉｉ繍一孫竃自暑型

|区画街路
[童画街路１号線 ｔＬ．） 1７０ 1７０ 0



⑪罫瞳騨●鰭｜羅一隷竃ｅ昏凶 ｏエフ４

イ都市高速鉄道
骨．１２１２１)､１Ｘ二Ｚ令

⑩

0.0

とi]11;且灘上５９[］ Jｏｏｍ６８

(2)公共空地

ア公園

人口１人当り５，２１㎡

イ広場

〃か.，し｡肱

(3)供給施設又は処理施設

０．０４

0.07囚皿茨。

(以上，描浜ilj･`梛ｉｌｉｉｉｌ他i概要”より作成）

|地区公鰯（'） １噸’

ji三FiIWi潔iiil

概袈

①rli街｣Ul下鉄１号線起点戸塚匡戸塚町字

一の区

終点中区尾上町２丁

目

延眞約12,440ｍ

駅間距離8201,680ｍ

阪束iii～伊勢佐木長者Ｈ１]｢～1M内

②市営地下鉄３号線起点函区北幸一丁目

終点中区山手町

延長約5,000ｍ

駅間距離690ｍ900ｍ680ｍ

山下Mｊ 毎～ 県庁前 戸田－ 関内～桜木町

名称 位置 ｌｒＩｉ積

開港広場 日本大通 0.16hａ

三之谷北 本牧三と谷 ().１１

三之谷 〃 ０．０５

本牧元町南 本牧元町 (ｌ()２

三之谷南 本牧三之谷 0．

本牧元町東 本牧元町 0.18

仲尾台 仲尾台 ()．１１

七曲 根岸町２丁目 0．１０

不動上 ”３丁目 ().３４

下町 山下町 0．１１

ワシン坂下 手町 ()．1２

石川駅前 吉沢町 0．３１

計 3．５６

ノー

計【１ ３２計 62.96

大通り 蓬来町～噸区'闇i根
lHJ（全体而澗1.6）

ｊ

８
８
ｐ
Ｕ

２
２く

計 54.5

近隣公園 hａ

山手 ''’千町
2.3

(2.5）

本牧 本牧町３丁目外

ｊ

７
６

Ｌ
Ｌく

柏葉 柏 葉
0.9

(0.8）

計 `1.9

児南公ＩＨＩｉｌ鰯 hａ

福富町西 福富町西通 0．２３

日ノ出１１１ 万代町３丁目 0．４６

山吹 '１１吹町 0．２７

扇町 扇町１丁目 0．３３

弁 痔111J３丁目 0．０８

松影 松影町２丁目 0．１４

千蟻 田Ⅲ」 0．２３

牛坂下 Ti川町３丁目 0．１０

本牧UHT目 本牧町４Ｔ目 0.04

本牧
＿＿＿二

７℃ 町 水牧元町 0．１４

多聞院前 〃 0．０７

公園名 位置 師 欄

特殊公｜洞（６）
11,

山上 山下町 ｊ

３
４
●
■
中

７
７く

港のみえる丘 山手町

１
４く

８

本牧臨ｉｌｌｊ 本牧元町外
1９

(2０

ｊ

【
ｒ
｛
ひ

総合公園（２）
h&Ｉ

横浜

根片:森林

横浜公剛

根岸台

6.4

(6.`l）
16.5

(14.2）

名称

ﾄﾞ水道 処１ 処６．３hａ

I+Ｉ部下水処理場錦
町処蝿能力
HiY天時最大

96,30011F／日



吉
町
の
全
部
、
さ
ら
に
吉
田
町
、
長
者
町
一
’
四
丁
目
、
南
区
永
楽
町
、
同

万
枇
町
の
各
一
部
で
あ
っ
た
。

こ
の
整
理
地
区
は
、
本
来
戦
災
復
興
事
業
の
対
象
で
あ
っ
た
が
、
接
収
に

よ
っ
て
着
手
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
昭
和
三
十
九
年
三
Ⅱ
、
描
浜
阿
際
港
都
建
設
事
業
土
地
区
画
整
理
嚇

業
が
決
定
さ
れ
た
。
戦
災
を
受
け
た
中
区
の
一
部
で
、
本
来
、
木
牧
和
田
、

本
牧
町
二
丁
Ⅱ
な
ど
も
そ
の
対
象
と
な
る
筈
だ
っ
た
が
、
接
収
地
の
た
め
に

除
外
、
結
局
は
本
牧
町
四
丁
目
、
本
牧
元
町
、
本
牧
一
一
一
之
谷
と
石
川
町
三
、

四
、
五
丁
目
の
各
一
部
が
決
定
さ
れ
た
。

昭
和
五
十
一
一
一
年
江
月
、
接
収
地
の
本
牧
和
田
、
本
牧
町
三
丁
Ｈ
な
ど
は
新

本
牧
地
区
土
地
区
画
薬
理
事
業
と
し
て
計
画
決
宗
さ
れ
た
□
そ
の
範
閉
は
小

港
町
二
丁
目
、
三
丁
目
、
本
牧
一
一
一
丁
目
、
四
丁
目
、
本
牧
一
一
一
ノ
谷
、
本
牧
満

坂
、
本
牧
荒
井
、
問
門
町
一
丁
目
、
二
丁
目
の
各
一
部
、
本
牧
十
二
天
、
本

牧
町
三
丁
目
の
全
部
に
一
回
り
宅
地
六
七
万
五
、
○
五
四
・
九
一
一
平
方
メ
ー
ト

ル
。
道
路
一
一
○
万
七
、
○
○
五
・
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

②
市
街
地
再
開
発

昭
和
五
十
一
一
一
年
十
一
月
七
日
計
画
決
定
さ
れ
た
。
野
毛
町
三
Ｔ
目
第
一
穂

市
街
地
開
発
事
業
と
い
わ
れ
て
、
○
・
七
へ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
に
、
鉄
筋
地

上
九
階
建
の
建
物
（
一
ち
塗
え
る
る
野
毛
」
）
が
建
詔
さ
れ
、
横
浜
信
用
金
庫
ほ

か
が
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
た
。
こ
れ
は
今
ま
で
な
か
っ
た
野
毛
地
区
の
開

発
で
あ
っ
た
。

中
区
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
都
市
計
画
事
業
の
実
施
に
よ
り
都
心

ｓ
地
区
網
●
第
一
章
１
素
顔
の
中
区

○
市
制
施
行
ま
で
ｌ
横
浜
開
港
後
の
町
政
に
つ
い
て
は
沿
革
編
で
述
べ

さ
ら
に
第
二
章
で
も
ふ
れ
る
が
、
横
浜
の
町
政
は
そ
の
区
域
、
区
阿
が
制
度

上
し
ば
し
ば
変
更
さ
れ
た
。

明
治
元
年
六
月
総
年
寄
・
名
主
制
に
よ
っ
て
総
年
寄
に
は
苅
部
清
兵
術
、

名
主
に
は
小
野
兵
助
が
選
ば
れ
町
政
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。
八
月
に
は
岩
脆
が

五
人
に
増
員
さ
れ
た
が
、
町
政
の
範
開
は
表
６
の
よ
う
に
、
横
浜
五
カ
町
に

二
○
ヵ
町
を
加
え
て
二
五
カ
町
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
町
名
は
洲
ｆ
町
・

弁
財
天
町
・
人
船
町
な
ど
旧
町
名
で
あ
る
が
、
現
在
の
山
下
町
を
除
く
関
内

地
区
で
あ
っ
た
。

四
年
派
月
、
戸
籍
法
が
公
布
さ
れ
る
と
、
市
民
の
戸
矯
を
調
杏
す
る
た
め

区
制
が
し
か
れ
た
。
表
７
の
よ
う
に
市
内
を
六
区
に
分
け
た
□
範
朋
を
大
き

く
ひ
ろ
げ
て
長
者
町
、
大
円
村
の
一
部
（
現
、
日
ノ
川
町
）
鞍
止
坂
（
現
、

く
ら
や
み
坂
、
内
区
）
か
ら
石
崎
（
現
、
西
区
）
の
一
部
を
、
さ
ら
に
北
方

村
ま
で
に
瓦
ん
だ
。
各
区
に
は
名
求
が
置
か
れ
、
十
二
月
総
年
寄
は
市
長
、

名
主
は
副
市
長
と
改
称
さ
れ
た
（
翌
明
治
六
年
兀
月
廃
止
）

六
年
五
月
、
こ
の
制
度
は
改
め
ら
れ
て
、
県
下
を
二
○
区
と
し
た
。
こ
の

と
き
横
浜
は
第
一
区
と
な
っ
た
。
区
に
は
七
つ
の
組
が
置
か
れ
た
。
区
番
組

部
と
し
て
の
発
展
、
充
実
を
経
て
き
た
が
い
ま
な
お
、
将
来
に
む
か
っ
て
都

市
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

第
三
節
●
区
域
の
変
遷

。
Ｈ
『
』



制
と
い
わ
れ
る
も
の
で
表
８
の
と
お
り
だ
が
、
そ
の
範
囲
は
さ
ら
に
拡
大
さ

れ
、
本
牧
本
郷
村
・
根
岸
村
か
ら
平
沼
新
田
、
尾
張
星
新
田
（
現
、
西
区
）

に
及
ん
だ
。

し
か
し
こ
れ
も
わ
ず
か
一
年
で
廃
止
さ
れ
、
七
年
四
月
大
小
区
制
が
施
行

さ
れ
た
。
現
在
の
中
区
は
西
区
の
一
部
を
加
え
て
第
一
大
区
と
な
っ
た
。
大

区
の
下
に
は
表
９
の
よ
う
に
五
つ
の
小
区
が
設
け
ら
れ
た
。
大
区
に
は
区
長

小
区
に
は
戸
長
・
副
戸
長
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
小
区
毎
に
会
所
が
お
か
れ

た
。
会
所
は
本
町
、
高
島
町
、
戸
部
、
吉
田
町
、
元
町
の
各
町
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
大
区
は
、

「
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
単
に
上
か
ら
の
命
令
だ
け
で
は
行
政
は
機
能
し
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
ま
た
自
由
民
権
運
動
が
開
始
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地

方
民
会
の
設
置
の
動
き
が
全
国
的
に
発
生
し
は
じ
め
る
」
含
横
浜
市
会
史
。
第

一
巻
」
と
い
う
状
況
の
な
か
か
ら
、
横
浜
市
議
会
の
前
身
と
い
う
べ
き
区
会

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

区
会
で
は
区
入
費
の
徴
収
、
水
道
、
瓦
斯
燈
、
学
校
の
建
設
と
そ
の
管

理
、
病
院
の
管
理
、
さ
ら
に
は
道
路
の
建
設
補
修
、
橋
梁
の
架
設
な
ど
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。
区
会
は
四
二
人
（
明
治
九
年
六
月
二
十
七
日
現
在
）

（
前
掲
緯
）
で
搬
成
さ
れ
た
。

次
い
で
明
治
十
一
年
七
月
二
十
二
日
、
郡
区
町
村
編
制
法
、
府
県
会
規
則
、

地
方
税
規
則
が
公
布
さ
れ
て
、
地
方
制
度
が
確
立
し
て
ゆ
く
が
、
大
小
区
制

は
廃
止
さ
れ
横
浜
区
が
成
立
、
横
浜
区
役
所
が
設
置
さ
れ
、
八
六
カ
町
を
管

轄
し
た
。
八
六
ヵ
町
は
別
表
Ⅶ
の
よ
う
に
十
一
の
地
区
に
分
割
さ
れ
－
Ｆ
長
役

一
●
地
区
編
●
第
一
章
ｌ
素
顔
の
中
区

表
７１１

表
６
総
年
寄
・
名
主
制
（
明
治
元
年
六
月
）

横
浜
五
カ
町
（
本
町
・
南
仲
通
・
北
仲
通
・
弁
天
通
・
海
辺
通
）

堺
町
洲
千
町
弁
財
天
町
太
田
町
末
広
町
入
船
町
駒
形
町

相
生
町
高
砂
町
小
松
町
小
船
町
住
吉
町
新
浜
町
若
松
町

常
盤
町
真
砂
町
緑
町
尾
上
町
港
町
羽
衣
町

（
総
年
寄
苅
部
清
兵
衝
、
名
主
小
野
兵
助
）

場
が
置
か
れ
た
。
戸
長
は
戸
籍
・
徴
税
に
関
す
る
事
務
な
ど
を
取
扱
っ
た
。

し
か
し
十
七
年
六
月
、
十
一
の
地
区
の
戸
長
役
場
は
整
理
統
合
さ
れ
て
別

表
Ⅱ
の
よ
う
に
四
カ
所
に
再
編
成
さ
れ
た
。
戸
長
役
場
は
本
町
、
浪
花
町
、

宮
川
町
、
元
町
に
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
。

戸
長
は
、
戸
籍
、
徴
税
な
ど
の
痢
務
を
行
い
、
国
の
行
政
の
末
端
を
に
な

っ
た
。
こ
の
制
度
は
明
治
二
十
二
年
の
市
制
施
行
ま
で
つ
づ
く
こ
と
に
な
っ

た
。

(2)
戸
籍
法
公
布
に
と
も
な
う
区
制
（
明
治
四
年
五
月
）

第
一
区

西
ハ
堀
割
川
ヨ
リ
車
橋
迄
、
南
〈
新
道
ヨ
リ
競
馬
場
迄
、
血
北
ハ
海

岸
通
ヨ
リ
北
方
村
迄

第
二
区

東
〈
堀
割
川
ヲ
限
り
、
北
ハ
海
岸
通
ヨ
リ
日
本
波
止
場
迄
、
西
〈
大

岡
川
端
迄

○
円
『
。



表
＝＿二 ８

番野番迄真境海番ｆｉ１１ｊ神
組毛組砂岸組一奈区
Ⅲ「１１１「111]・通区川番

県組
戸湊太元下制
部田浜へ
１１１Ｊ町ｌｌｌＪＩｌ１Ｔ武明

蔵治
↑i1「羽相小国六
ｌＩＭｆ衣生宝久年
’１１J町ｌｌｌＴ町良五

岐月
姿高北（)Ｉ１１１１－

勢見砂仲
Ⅲ「町Ⅲ「通

●
地
区
綱
●
第
一
章
Ｉ
素
顔
の
中
区

(3)l）5）(;）

第
三
区

東
〈
町
会
所
前
横
通
り
限
り
、
関
内
市
中
之
弁
天
橋
官
舎
共

第
四
区

吉
田
橋
仮
橋
一
丁
目
、
波
止
場
四
カ
所
川
端
エ
留

第
五
区

束
ハ
長
者
町
通
ヨ
リ
ホ
橋
迄
、
西
ハ
吉
田
新
田
ヨ
リ
太
田
村
不
動
下

ヲ
限
り
、
長
者
橋
、
北
ハ
吉
田
町
通
野
毛
橋
迄

ヲ
限
り
、
長
者
橋
、
北

第
六
区

東
〈
野
毛
一
円
、
太
田

ハ
鞍
止
坂
ヨ
リ
石
崎
迄

太
田
陣
屋
ヲ
限
り
野
宅
山
官
舎
鉄
道
橋
迄
、
西
北

平
沼
新
田
尼
張
屋
新
旧

本
川
南
仲
通
弁
天
通

住
吉
町
常
盤
町
尾
上
町

桜
木
町
一
丁
目
ヨ
リ
三
丁
目

表
９
大
小
区
制
（
明
治
七
年
四
月
）

第
一
大
区

一
小
区
（
会
所
所
在
地
本
川
）

海
岸
通
元
浜
町
小
宝
町
北
仲
通
本
町
南
仲
通
弁
天
通

境
町
太
田
町
棚
生
町
高
砂
町
住
吉
町
常
盤
川
尾
上
川

真
砂
町
港
町
桜
木
町
旭
町
通

二
小
区
（
会
所
所
在
地
高
勘
町
）

桜
木
町
福
島
町
高
島
町
「
内
田
町

三
小
区
（
会
所
所
在
地
戸
部
町
）

野
毛
町
戸
部
町
宮
崎
町
平
沼
町
岡
野
町
芝
生
町

四
小
区
（
会
所
所
在
地
吉
冊
町
）

羽
衣
町
姿
見
町
梅
ヶ
技
町
若
竹
町
松
ヶ
技
町
吉
田
町
太

桜
木
町
四
丁
目
ヨ
リ
七
丁
目
迄
、
福
島
町
高
島
町
内
田
町

四
番
組

太
田
町

派
番
組

吉
田
町

六
悉
糾

元
町
仲
村

七
番
組

北
方
村
本
牧
本
郷
村
根
岸
村

。
Ｈ
ゴ
ゴ



表
⑱
横
浜
区
に
お
け
る
連
合
戸
長
役
場
区
域
（
明
治
十
一
年
七
月
）

Ⅲ
高
島
町
外
七
カ
町

高
島
町
桜
木
町
内
田
町
福
長
町
長
住
町
緑
町
橘
町

裏
高
島
町

②
本
町
外
一
三
カ
町

本
町
南
仲
通
北
仲
通
海
岸
通
弁
天
通
元
浜
町
境
町

太
田
町
相
生
町
住
吉
町
常
盤
町
尾
上
町
真
砂
町
湊
町

側
花
咲
町
外
六
カ
町

花
咲
町
野
毛
町
月
岡
町
老
松
町
宮
川
町
福
島
町
宮
崎
町

川
伊
勢
町
外
四
カ
町

伊
勢
町
戸
部
町
平
沼
町
仲
町
材
木
町

旧
日
ノ
出
町
外
六
ヵ
町

日
ノ
出
町
初
音
町
黄
金
町
三
春
町
英
町
霞
町
清
水

町

⑥
吉
田
町
外
十
一
カ
所

吉
田
町
柳
町
編
富
町
伊
勢
佐
木
町
姿
見
町
羽
衣
町

蓬
栄
町
浪
花
町
若
竹
町
松
ヶ
枝
町
梅
ヶ
枝
町
長
者
町

●
地
Ⅸ
綱
●
第
一
章
ｌ
素
顛
の
中
区

田
村

五
小
区
（
会
所
所
在
地
元
町
）

元
町
中
村
北
方
町
本
牧
本
郷
村
根
岸
村

（
＊
第
二
大
区
以
下
省
略
）

表
Ⅱ
連
合
戸
長
役
場
の
整
理
統
合
（
明
治
十
七
年
六
月
）

○
戸
長
役
場
位
置
本
町
一
四
カ
町

木
町
海
脆
通
元
浜
町
北
仲
迦
南
仲
通
弁
天
通
境
町

太
田
町
相
生
町
住
吉
町
常
盤
町
尾
上
町
真
砂
町
港
町

○
一
ｍ
長
役
場
位
清
浪
花
町
三
Ｋ
カ
町

浪
花
町
吉
田
町
柳
町
福
富
町
伊
勢
佐
木
町
姿
見
町
羽

衣
町
蓬
莱
町
梅
ヶ
枝
町
若
竹
町
松
ヶ
枝
町
長
者
町
若
葉

町
末
吉
町
賑
町
久
方
町
雲
井
町
長
島
町
吉
岡
町
酸

（
明
治
十
五
年
以
後
に
は
永
楽
町
と
真
金
町
を
加
え
る
）

⑧
萬
代
町
外
六
カ
町

萬
代
町
不
老
町
翁
町
寿
町
松
影
町
吉
浜
町
扇
町

川
石
川
町
外
一
カ
所

石
川
町
石
川
仲
町

川
山
元
町

山
元
町

⑪
元
町
外
三
カ
町

元
町
諏
訪
町
上
野
町
千
代
崎
町

、
若
葉
町
外
一
三
カ
町

若
葉
町
末
吉
町
賑
町

駿
河
町
山
田
町
山
吹
町

町

久
方
町
雲
井
町
長
島
町
吉
岡
町

富
士
見
町
足
曳
町
千
歳
町
三
吉

◎
門
口
⑭



河
町
山
田
町
山
吹
町
富
士
見
町
足
曳
町
千
歳
町
三
吉
町

永
楽
町
真
金
町
萬
代
町
不
老
町
翁
町
寿
町
松
影
町

吉
浜
町
扇
町

○
戸
長
役
場
位
置
宮
川
町
二
七
ヵ
町

宮
川
町
花
咲
町
野
毛
町
宮
崎
町
老
松
町
月
岡
町
福
島
町

日
ノ
出
町
初
青
町
潰
金
町
一
一
一
存
町
英
町
霞
町
清
水

町
伊
勢
町
戸
部
町
平
沼
町
材
木
町
仲
町
高
島
町
桜

木
町
緑
川
緬
川
柵
長
町
内
田
町
裏
高
島
町
長
住
町

○
戸
長
役
場
位
置
元
町
七
カ
町

元
町
山
元
町
諏
訪
町
上
野
町
千
代
崎
町
石
川
町
石
川

仲
町

○
市
制
施
行
後
１
噸
清
二
十
二
年
舸
月
一
日
、
市
制
が
し
か
れ
て
横
浜
巾

が
誕
生
し
た
。
市
域
は
港
に
近
い
町
一
三
八
カ
町
で
あ
っ
た
。
う
ち
一
一
一
一
三

カ
町
が
現
一
在
の
中
区
の
区
域
に
あ
た
り
、
五
カ
町
だ
け
が
現
在
の
西
区
に
あ

た
っ
て
い
た
。
そ
の
町
名
は
表
旭
の
と
お
り
で
、
こ
の
な
か
に
は
山
下
と
山

下
の
外
国
人
居
留
地
も
ふ
く
む
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
市
域
の
上
に
、
明
治
三
十
四
年
四
月
一
日
を
第
一
次
と
し
て
久

良
岐
郡
、
橘
樹
郡
の
冬
一
部
を
合
併
し
た
の
に
は
じ
ま
り
、
昭
和
十
四
年
四

月
一
日
の
第
六
次
に
い
た
る
ま
で
、
六
回
に
わ
た
っ
て
市
域
の
拡
張
か
行
わ

れ
た
。
特
に
昭
和
十
年
代
の
拡
張
は
市
勢
そ
の
も
の
の
充
実
を
意
味
し
て
い

た
。こ
の
第
一
次
合
併
に
よ
っ
て
、
久
良
岐
郡
の
戸
太
町
（
現
、
西
区
内
）
、

Ｃ
地
区
編
●
第
一
竜
ｌ
素
頚
の
中
区

次
い
で
、
四
十
四
年
四
Ⅱ
一
Ⅱ
、
節
一
・
次
合
併
が
行
わ
れ
、
久
良
岐
伽
大

岡
川
村
（
現
、
南
区
、
港
南
区
内
）
の
一
部
が
、
同
郡
屏
風
ケ
浦
村
や
摘
樹

中
村
（
現
、

入
さ
れ
た
。

市域拡張沿革間 (横浜市｡.横浜の町名”より）

川町

蕊
市

南
区
内
）
、
本
牧
本
郷
村
、
根
岸
村
（
現
、
中
区
内
）
が
市
に
綱

瀞ｉｉｉ町
田
市

顛
淨
嶋
見
罰

蕊
愚

￣

和
市

熱，
く゛、
-､、､
._￣､､、釜三11；1篝t難

瀧

『
縢
沢
市

、

、

薑；村村
本郷村

～

六
浦
荘
村

鎌倉市

※町村名'二ついては．砥ね■入

当町の､のてあら･ ′〉

逗子

◎
門
司
① 鰄頁買市L一声｣￣

、￣



●
地
区
細
●
鋪
一
蹴
１
蕊
頬
の
中
区

表：１２ 市制施行時の町名

相
足
石
石
伊
伊
上
内
梅
裏
永
老
扇
太
翁
尾
海
霞
北
雲
黄
寿
材
墳
桜
清
未
姿
住
駿
諏
高
橘
千
長

町
町
町
町
町
町
町
町
町
川
町
町
町
町
町
町
通
町
述
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

千
月
常
戸
仲
長
長
浪
眼
野
羽
初
花
英
久
日
平
福
煽
富
不
弁
蓬
水
貞
真
松
催
万
緑
港
南

生

山

川

代崎

岡

盤

部

町
町
町
町
町
川
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
皿
川
町
町
町
町
町
町
町
町
迩
町
町
川

＝：＝lざ
Ｈ１Ｊロ

ノじ浜Ⅲ「

ＪｃＩｌｌＪ

ＩＤＩ１111J

山田１１１「

111吹１１１「

|山元町
二'三

岡’１１「「】

=心

ロ］’１１１１コ

ニーＬＦ

ｉ兵Ｕ１「ｌ~１

，と竹｜Ⅱ「ｒ３

１ｆ葉｝11「

(|[1下外(蓮１人)｢『|化地内）

lｉｌｌ波111「

上 田111J

蝦夷川

越後ⅢＴ

大坂ⅢＪ

小、｝!;〔’11Ｊ

尾張町

海岸述D

1jⅡ賀ｌＩ１Ｊ

ｊｆｊ ｌｌｌｌ

州ノＬ１１１１
■‐

」』し IＩ１Ｊ

ｉｌｌｌ戸IIlJ

l鎌１塔１１１１．

酸河１１１１

長ｌｌｌｉｆｌｌｌｌ

ｐ本大通り

雨鑓１１１「

花園Ｉ１Ｊ

難琶lllJ

富士１１１町

子llU

1111
後Ⅲ「ｐＦＬ

堀１１１1111．

イミ１１１「通り

木１１遡り
▲と－

IlU橋Ｉｌ１Ｊ

水Ⅲ「通り

武蔵町

武ｌｌＭｉＭｌｉｌ１ｌ「

(111手外ｌ１ｊ人居住地内）

泉H1「

稲荷町

内曇町

大丸奴

Ｌｌ毅奴

公園坂

小坂町

汐汲坂

}'iｉ木町

陣尾町

諏訪町過

il;５田坂

聡町

地蔵坂

iｌＩｉ璽町

Ⅶ野坂

};|Ⅱ町

l;ｲ（111J

耐士児町

Ｈ１奴

三ノ輪坂

寓脇坂

谷戸坂通

）〈ノ根ｍＴ

ｌｌｌ手本町通

り町

川（''１

勢佐木

勢

野

［1１

ノル

総

花

ケ,伎

高島

毛
衣
音
咲

楽
松

田

カ

ノ｜Ⅱ

沼

蹄

高

士兇

老

天

莱

上
岸

仲
井
金

木

木
永
吉
兇
吉
河
訪
島

金

砂

影

ケ枝

代

仲
春
川
崎

歳
者

宮
宮

(横浜市`､嫡浜市１１１１区域要覧'，より）

○
門
⑬
。



／酉 酸）

鐡

保
土
ケ
谷
区

,ゲタ、

':iir久綱
〃ｗ
Ｌ．編入

ＩＪＩ

海岸通Ｉ

澱
【131、

山下町

Ｍ３２．７．２４

新諸

ＰＪ

fii蕊illiLjliiii詮７１|iii二曇三

lliliilf1liif

風
【手 〃

t=ILiiiR;ＩＩｎ;qiJ1;$T;１１
（

､』

ifjLlZ,>〒i1iて!＃二為」
’

く

'u'六岡川村Ｍ４４．４．１市域環人

ゼリ日下村Ｓ２．４．１市域編入

２２氷野村Ｓ１１．１０．１市域編入

語り

Ｐ
Ｊ

ｌ
Ｊ

Ｉ
０
】
、
１
．
－
○
ノ

ノ

グ
ノ

、
１
１
ｋ

》
ノ
ヨ

イ
リ
ゲ

も

、
、

ｊろゲヂタＪＪさ〉『
７
４

，

」

も、ｔ、、〒ニグロテニーゲ幻
』

『
（
、

堂』テ〆一
『

伊、
や

４

『

、

、

、

１９

j9久貝岐郡本牧村

Ｍ３４．４．１．編入

久良岐罰し根岸村

Ｍ３４．４．１．，鳴入

5h－二斗－９

磯子区

（注）

○市制は市制施行時からの町

｡編入は市制施行以磯市域に

編入された町

○区名肱現在の区名

Ｅ

、一一
一一lh11Li
V

－－－－、

、、ﾑｰ、
1ｈ
人、

「 １－戸一
ノ

夕

グ

〆

〆､
′夕、

'■〆
、グ

、’
、グ

、グ
グ’

’’
'〆

’夕

（〆
、’
、’

、■グ

○Ｍは明治、Ｔは大正、Ｓは昭イロ,ヘヘ
グ

ゲ

グ

ノ

、
０
０
１
］

巻『

、

●尋凶鍾●鯖１贈一孫騒ｅ昏迷 ０１８１



⑪冒凶蕊(⑪麓｜羅一諜篭ｅ筈璽 ｏェ８２

UllIll
(市制施行より区制施行まで）

②

,海岸通．．…･吉｝

元浜１１１１……抑

北仲通……福！

Ｐ

一
戸
伊
丹
老
寓
福
花
桜
内
長
橘
緑
酩

⑤
一
一
一
一
一
》
一
一
一
一
）
』
伽

瞳ノ

……刀代１１１Ｊ

……不老ＩＨＩ

……翁ｌｌｉＪ

……扇町

．.…･寿111Ｊ

……松影Ⅲ「

･…･吉浜lllJ

……催者町

……lll吹ＩＨＩ

…･･荊土jFILlllJ

．.…･山田町

……水楽町

……真金１１１Ｊ

……三吉１１１Ｊ

……千歳町

（Ｍ22●市制）

海
元
北
本
南
弁
太
相
住
常
堪
真
港

通
町
通
町
通
通
町
町
町
町
町
町
町 17

．．…･吉田町

……抑町

……福衛町

……梅ヶ技'11］

……狼花町

……羽衣１１１１

…･･･蓬菜llU

……盗貝１１１１

……若竹町

……伊勢佐水町

……松ケ技'１１１

……賑町

……久力１１１１

……長嶋町

･…･･末吉町

……若蕊’'１Ｊ

……足曳町

．．…･吉閥町

……雲井町

……酸．ii1I町

（Ｍ２２市Ilill）

'吉田１}I」

ｌＪＵ町

編富Ⅲ「

梅ケ枝'１１Ｊ

狼花１１１Ｊ

羽衣Ⅲ「

蓬莱町

礎ＩＬｌＩ１ｊ、

浩竹111Ｊ

伊勢佐木町

松ヶ技}111．

賑町

久刀町

長鵬１１１Ｊ

水背町

若葉町

足災’１１１

吉岡町

雲非町

駿河町

万代町

不老町

翁町

駒町

寿町

松影町

吉浜町

長老町

'１１吹町

蹴上見II1J

ll」’１１町

水楽町

真金町

三吉町

千歳町

部町

勢町

岡ＩＩＪ

松町

崎ｌＨＩ

島Ｍ１

暁’１１Ｊ

木町

ｎｌｌｍＩ

住ｌｌｌｉ

町

田I

1il7制）

部
勢
岡
松
崎
島
咲
木
田
住

町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町
町

仲
天
川
化
吉
盤
上
砂

￣

￣＞

⑥

■■■■靴Lllll
（Ｍ２2．市制）

④

三三'''腓筐'１折'１
（Ｍ２2．市ﾙﾘ）



(ＩＤ

……F1本大通り

……富士111ＭＪ

……神戸町

……花鴎剛

……川賀町

……剛波ＩＨＩ

……灘摩IHI

……本村通り

Ｈｌｊ
－～

･･･…舐

……趣後町

……人坂町

……髭琶町

……前橋町

……蝦夷町

……駿河町

……小出原町

……尾張町

．.．…武廠横町

……豊後町

……函館町

……角町

……堀１１１１１１Ｊ

……武蔵町

……二ｆ町

･･･…上田町

……本町通り

……水町通り

……九州町

･…･･長崎町

……海岸通り

（Ｍ２2.市制）

、

｡Ⅱ■口熱|M瀬1轍．
⑫

…←谷戸坂通

……山手二本町通

……富士見町

……内寮坂

……il1坂町

……地蔵坂

……小奴ⅢＪ

……大丸坂

……楠木町

……環Ｈ１

……公園坂

･…－両野坂

……汐汲坂

……高田坂

……三ノ輪坂

……稲荷町

……南坂

……貝殻坂

……官脇欺

……陣瞳町

･･･…諏訪町通

……筍町

……kill 町

……矢ノ根町

……泉町

……林町

（Ｍ２2.市制）

(9)
～￣

……久係llII． ,久保町

③

……霞町

……溝水町

（Ｍ22,市制）

-(雲水馬｝ →山千町

（時32尋義） －－シ山下町

（謡32樽?義）

(10）

……山元ＩＨＩ

（Ｍ２2.市制）

→山元町

⑪

……諏訪町、

二二糊Ｉ -|鯛
(M22jljlliI）

ｏＩ８３●署凶躍●鰭｜鵬一鵜蕊魚昏型



●尋廷琿ＩＤ鶴｜鵬－諜竃ｅ任凶
ｏＩ８４

蝋
肌 －･境Ⅲ」

■■蕊'一剛一侭（鍔224罰）

（識鮎）

（IM12Milii） （帛鏑大）
二二:鯛)－－－~→,下朴－－－~一(菩悪時

（碁224iiI） （帯蝿大）
二=韮牧奎郷||)一本牧ﾎﾟ鱸一(歪llillI

（|W糊il）（箒鶏大）（Ｍ(L]新設）
；’一西根津町※

（謡224iil） （織繊）

■鱗'''一謬1,M,一蹴
（織繍犬）

三蝿｜‐…‐|:難
（鍔22Ｍ）

（鵠微'）
※１下水谷町と上永谷町には|日永野村大字永谷に大字平戸の１部を加えて町域とする。

※２野庭町は１日永野村大字上野庭と大字下野庭とを併せて町域とする。



表８１４町名変遷図（区制施行より現在）〈Ｍは明治，Ｔは大正，Ｓは昭和＞ 曙町一

足災町一

吉IiKiI町一

久方町の一部

一瞬{鴎町……
空ハム

(Ｓ3.9.1廃llIj.)－

（〃）－①

iiij岸通一一>jlii岸通･･･…

元浜町一→元浜町……

北仲通一一-－－－－北仲通……

水－，本町町･･…・

'制{'１１通一i穂イ'１’通……

弁犬迦一一一弁天遮……

太田町一'太田町……

朴ｉ生町一一一Ｐ相止町……

化吉Ｈ１卜－－－仏吉町……

常離町一一常雛町……

}せ上ＭＩ－－１世」二町……

典砂町一一一一'哀砂町……

港nＪ－－－ﾔ＆町……

（職浜公園地域）一機浜公魍……

（ｓ3.9.1新設）

菫暑'''二|肌?旋町})末広町…
（Ｓ3.9.1新設）

弥
雲
駿
石

1ｋ町一心弥生町……

鯏二(s駐乎旋町)＝」
}ⅡＩＩＪ→石ノ１１町……

伊勢佐木ＩＨＴ－>伊勢lﾉf水lIIJ-→F1勢(左木町……

…(１２丁１４）（１丁ロ）
｜

万川{1''111｢－(Ｓ10.7.1廃IlU)－

③

松ケ技町－１灘馴)再雲ｊＷ 町
川

代
老

万
不
翁
扇
寿
松
吉
長
山

町
町
町
町
町
町
町
町
町

代
老

影
浜
審
吹

万
不
翁
扇
寿
松
吉
長
山

→
『
→
→
『
→
→
一
→

’
’
’
’
一
｜
｜
’
町可靭､if'ｗ

賑 町

町

町
町
町

影
浜
肴
吹久方町三臓埒町ＷｉｉＷ「

長Ｍ『蝋i,iWiiiiWl著竿否１１Ｆ

町

IHI（２）

吉田ＭＩＥ一一吉田IHI……

iwlIIi1J-(ｓ3.9.,廃,,,T)----ｊ

…-Eﾐ灘iiI
羽衣ﾎﾟﾄｰｰｰﾆ鰹lVIifl-

富士jlLim｢－

|lｌｍＩＨＪ－

－富士見町･……

一山田町…･－

永楽町

真金,,ＩＦ－ﾕ鯏(騨賀）
三吉町一Ｅ吉川一(二審
千歳町一千歳町一(工蔓

二二書;}隅晉)}辮冑IiI…
町(l～2）

１１１J(3～4)燕（Ｓ18.12.1分割）

町(1～2）

町（３）獺（Ｓ18.12.1分割）

※はＳ18.12.1南区へ編入

二霧llII1I二}霊臓学Ｗ…
（Ｓ3.9.1新設）

注(3)(6)ば丁目を示す
梅ケ伎町-(SMI廃町)￣｜
波花町→("）－－－－
蓬莱町一一一>蓬.、菜lilJ……

→,|（ 吉

轆

一
輻
》
》

町
町

④
元末吉町

若禦町 一一→砦 町一一十ＪＵ町……

ｏエ８ラ
CDI尋凶票●鶴｜掻一鵜霞ｅ任璽



ｏェ８６⑧＝型露⑪譜ｉ鶴一畿霞ｅ昏型

⑤

戸部町一丁二二二二鯛
（Ｓ3.9.1新設）

南太田町

霧''１１(鶴）
（Ｓ3.9.1新設）

棗三岳)(瀞）

霧|(議=）

⑥

野毛町→野毛町……

宮ｊ１１町→宮ｊｌｌｌＨＪ……

日ノ山町一一一旧ノ出町……

初音町→初音町……
↑

三春町一(Ｓ3.9.1廃町)－

英町一一一-→英町……

黄金町→黄金町……

伊勢 勢町

ケ丘

|蓬）（Ｓ3.9.1新設）

町一一一一一一一→老松町

町一(Ｓ10.7.1廃町)」

町→宮崎町

老松

月岡

宮崎

花咲

福島

<再

膜

ｈｌｉ水[二二(襄菫:}|;二3※
（Ｓ18.12.1分割）

悪はＳ18.12.1南区へ細入

赤門町

町－－－－－－－→花咲IHJ

IHJ-(S3.9ユ廃町)」’

隔鰍
(Ｓ10.7.1廃町）

ETi霞鵬|菫
（Ｓ19.2.1分割）

桜木町一桜下町 (護騨）
⑦

西戸部町亡二 {鯛に3＝
(Ｓ19.2.1分W11）

→内田町

西戸部町

御所111町

浜松町

藤棚町

西前町

紅梅町

天神町

扇田町

杉山町

吉田町

砂町

砂町

根町

葉町

ＩｌｌｍＪ

１ＨＦ町

ノル町

王町

枝町■
南吉田町

(叢り
内田町

」

(譲二）-{燗|;二;|菫
（Ｓ19.2.1分割）

長住町一一一一一-－－－→長住町※

橘H1トーーー→橘町※

緑町→緑町麗

3.9.1新設）

境之谷

(Ｓ3.9.1新設）(※はＳ19.2.1西区へ編入） (Ｓ10.7.1新設）



⑭

木紋UIJ

Ａ‘⑧

久保町一 －－湯本牧

一一一一一→本郷

（Ｓ3.9.1

--小港

●
■
、
Ⅱ
ロ
グ
“
Ｂ
●
■
●
Ｏ
□

》
辨
設
》
》
》
》
》
坤

町
町
新
町
犬
町
町
田
坂

三蝋|※, 沢……

ｉ芝台……

尾台……

之上……

岸加曾台……

口台……

口台……

竹之丸……

之丸……

蝉……

山……

葉･･･…

袋……

岸台……

岸芝生台ａ

8.4.1新設）

岸剋台……

4.1町名変更）

一→西久保町※２

（Ｓ10.7.1新設）

蝋1ｓ19.2.11四｢区へ編入

－，本牧十二

→本牧元

灘２Ｓ18.12.]保土ケ谷区へ編入

畑
和

牧
牧
本
本

-->本牧満⑨

鯉町

漬水町

->木牧荒井……

二)(淑二髻喫） -÷本牧緑ケ丘……

→間門 町……

→本牧三之谷……⑪
－

１１１元ＩＨＩ 新設）

町……

－－>山元町…… （Ｓ8.4.1新設）

Ｅ二二悲鼻二二二
（ＳｌＬｌＬ１新設）

北方１町

⑪

抑訪lllJ-

上野町一

千代崎町一

（Ｓ８．４

－歩根岸

－>誠訪町……

-→上野町･….. a'根岸芝生台

－→千代崎町…… (Ｓ1５
⑪

根岸111Ｊ 根岸町

大和町……

麦、町……

Ｓ3.9.1新設）

四之谷町……

寺久保…..・

塚趣……

大平町……

－－＞

⑫

|｣｜手町
⑱

I-i1村１１１Ｊ
→山手町……

:lHl蓬９
越・….．

⑰

山一rIliJ- →山下町……

境１１１J→(Ｓ3.9,1廃１１１J)－，日本大通……

（Ｓ3.9.1新設）

(Ｓ10.7.1新設）Ａ

ｏエ８７
Ｃ暑凶鴫⑪鱈１溌一懸騒ｅ昏蓮



｡,雲型嘱⑭鰭Ｉ鶴一ｉｉｉ(篭｡芒凶 Ｏｪ８８

⑰

入船町

大岡町一

大
大
若
通
中

→
→
→
→

’
一
一
一 ；鵬｜

（Ｓ3.9.1新設）

⑰

－，入船町

(晟置三Mli1入）
（Ｓ18.12.1神奈川区より編入）

西平沼lMJ-→西平沼町

表高尚町一変高勘}ＨＪ

ｕｌ内町(l～2)－＞（廃町）

高島迩＞高烏通

岡野町一一一一→岡野町

楠町一補Ⅱ1Ｊ

表高尚町一

山内町（

高島迩一

岡野肝

捕町一

北宰ｍＪＬ

南幸ＩＩＪ＝

⑱

新港町 →新港町……

=二悪野町U1J

----謬北未町

一>開幸町井土ケ谷町Ti鱗''１
（Ｓ１Ｌ１Ｌ１新設）

弘明寺町一一･弘明寺町

jjII1ノ内'11--,堀ノ内町

永田町一水田町

六ツノ11町一一一一→六ツ）|｜町

１１」里町一一>中凪町

鎧戸H1J-→最戸町

大久保町一一大久保町

別所町已－，別所町

上大岡H1￣上大岡町

(ＳＩＬ１Ｌｌ廃町）
⑨

新山下町一

(曇り
→(Ｓ45.4.1廃町）

->新山下一丁Ｈ……

->新山下二丁目……

→新山下三丁目……

（ｓ15.4.1新投）

ト
一少

北轆井沢一一一→化軽井沢

南職井沢 →南幡ｿl:沢

浅間ｌＨＪ→筏間ｌｌｉＪ

南瀧間Ⅲj＝－－－→禰浅間町

浅間台一一一一桟間台

宮ケ谷一一一一→常ケ谷

Jl2沼｝ＩＩＪ－－－－→平沼町

海而埋立(Ｓ40.1.13市域編入)一千鳥町…
〃 （Ｓ42.11.10〃）-→錦町…
〃 （Ｓ42.11.10〃）－，蝿iiIii町…
〃 （Ｓ43．Ｍ１〃）-→木牧ふ頭…
〃 （Ｓ4４．７，１〃）－･かもめ町.…

|藷）⑩

詩ｍｌＨ ->蒔田町

->花之木町

一宿町

->共進ＩＨＪ

－南元町

一綾町

3.9.1新設）

→東蒔山IIJ

③
笹
日 下町→笹下町

野町一一一一一→日野町

(霧］ ⑫ノ

下永谷HlJ----->下永谷町

上永谷１１１トー－－上永谷町

(Ｓ10.7.]新設） 野庭ｌＨＪ -,117庭町 (横浜市``職浜市町区域要覧鋼より作成）



郡
子
安
村
、
保
土
ケ
谷
町
の
各
一
部
と
と
も
に
市
に
編
入
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
三
十
二
年
七
月
二
十
四
日
に
は
横
浜
外
国
人
居
留
地
の
阿
波
町

ほ
か
二
九
カ
町
を
廃
止
、
こ
れ
ら
の
区
域
を
も
っ
て
山
下
町
を
、
同
時
に
山

手
外
国
人
居
留
地
の
泉
町
ほ
か
二
五
カ
町
の
区
域
を
も
っ
て
山
手
町
が
そ
れ

ぞ
れ
新
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
十
五
年
一
月
一
日
に
は
入
船
町
（
現
、
西
区

内
）
三
十
九
年
五
月
一
一
十
二
日
に
は
新
港
町
、
さ
ら
に
は
大
正
十
二
年
一
月

日
新
山
下
町
と
、
そ
れ
ぞ
れ
海
面
埋
立
し
た
土
地
に
町
名
を
つ
け
て
市
域
に

編
入
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
の
ち
、
昭
和
二
年
四
月
一
日
第
三
次
合
併
に
よ
っ
て
橘
樹
郡
の

鶴
見
町
ほ
か
一
カ
町
と
四
力
村
と
と
も
に
久
良
岐
郡
の
大
岡
川
村
（
現
、
南

・
港
南
区
）
日
下
村
（
現
、
港
南
区
）
屏
風
ケ
加
村
（
現
、
磯
子
区
）
を
さ

ら
に
加
え
た
。
こ
の
結
果
、
市
域
は
、
現
在
の
中
区
か
ら
、
西
区
、
南
区
、

港
南
区
保
土
ケ
谷
区
、
旭
区
、
鶴
見
区
、
神
奈
川
区
、
磯
子
区
に
拡
張
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
れ
は
震
災
復
興
後
の
市
勢
の
充
実
で
あ
っ
た
。

表
旧
は
こ
の
間
の
町
名
変
遷
の
概
要
を
示
す
も
の
だ
が
、
こ
う
し
た
町
は

昭
和
二
年
の
区
制
施
行
で
付
図
に
示
す
よ
う
に
区
に
編
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

Ｏ
区
制
施
行
以
後
ｌ
昭
和
二
年
十
月
一
日
区
制
が
ひ
か
れ
、
中
区
と
、
鶴

見
区
、
神
奈
川
区
、
保
土
ケ
谷
区
、
磯
子
区
の
五
区
が
誕
生
し
た
。
中
区
の

場
合
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
市
制
施
行
に
あ
た
っ
て
市
域
と
な
っ
た

町
、
第
一
次
、
第
二
次
、
第
三
次
下
の
市
域
拡
張
、
埋
立
に
よ
っ
て
増
加
し

た
土
地
に
町
名
が
つ
け
ら
れ
て
市
域
に
編
入
さ
れ
た
町
が
加
わ
っ
た
。

昭
和
三
年
九
月
一
日
、
震
災
復
興
の
一
環
と
し
て
、
区
画
整
理
が
大
幅
に

ｅ
地
区
編
一
●
第
一
章
ｌ
素
顔
の
中
区

行
わ
れ
た
が
そ
の
結
果
、
関
外
を
は
じ
め
野
毛
方
面
、
そ
し
て
西
戸
部
、
南

太
田
、
蒔
田
方
面
に
大
き
な
規
模
で
町
名
変
更
や
町
の
新
設
が
行
わ
れ
、
こ

れ
に
よ
っ
て
現
在
の
中
区
の
町
構
成
の
基
が
つ
く
ら
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
後
、
町
域
の
部
分
的
な
変
更
を
く
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、

八
年
四
月
一
日
、
広
域
な
本
牧
町
や
根
岸
町
を
分
割
し
た
。
本
牧
町
に
あ
っ

て
は
小
港
町
ほ
か
一
○
カ
町
、
根
岸
町
で
は
寺
久
保
ほ
か
一
六
カ
町
が
新
設

さ
れ
た
。
町
名
の
ほ
と
ん
ど
は
旧
字
名
を
使
っ
た
。

ｃ
分
区
’
十
八
年
十
二
月
一
日
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
、
南
区
新
設
に

よ
っ
て
井
土
ヶ
谷
上
町
ほ
か
五
七
ヵ
町
が
南
区
に
編
入
さ
れ
、
翌
十
九
年
四

月
一
日
、
さ
ら
に
西
区
新
設
に
と
も
な
っ
て
戸
部
町
ほ
か
四
三
カ
町
が
西
区

に
編
入
さ
れ
た
。

こ
の
南
区
新
設
に
あ
た
っ
て
、
市
議
会
は
わ
ず
か
五
分
間
で
可
決
し
た
と

い
う
が
、
両
区
の
分
区
は
当
時
の
防
空
関
係
や
物
資
配
給
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
区
の
線
引
き
は
、
市
区
の
場
合
は

寿
警
察
署
（
現
、
横
浜
南
警
察
署
）
、
西
区
は
戸
部
警
察
署
と
い
う
よ
う
に

そ
の
管
職
に
合
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
南
区
は
当
時
鰍
楽
地
の
真

金
町
や
永
楽
町
、
弘
明
寺
方
面
や
湘
南
電
鉄
（
現
、
京
浜
急
行
）
の
各
駅
。

西
区
は
戸
部
、
平
詔
方
面
、
描
浜
駅
と
い
っ
た
よ
う
に
、
人
が
染
ま
る
所
、

税
収
の
多
い
地
域
な
ど
意
識
的
に
と
り
入
れ
た
政
策
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

分
区
に
よ
っ
て
中
区
に
残
っ
た
町
は
最
終
的
に
は
現
在
の
一
○
四
カ
町
と
な

っ
た
。

表
側
は
以
上
の
よ
う
な
町
の
変
遷
に
つ
い
て
区
制
施
行
時
か
ら
現
在
に
い
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た
る
ま
で
の
変
遷
の
概
要
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
、
横
浜
市
の
住
居
表
示
整
伽
事
業
に
よ

っ
て
新
山
下
町
の
住
居
表
示
が
施
行
さ
れ
新
山
下
町
が
廃
止
さ
れ
て
、
新
山

下
一
丁
目
・
新
山
下
二
丁
目
・
新
山
下
三
丁
目
が
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
た
。
中

区
に
と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

な
お
各
町
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
二
章
以
下
の
地
区
の
な
か
で
、
数
カ

町
に
つ
い
て
は
述
べ
る
が
、
そ
の
由
来
を
解
説
し
た
も
の
に
は
昭
和
七
年
九

月
発
行
の
『
横
浜
市
史
稿
・
地
理
編
』
、
十
二
年
三
月
二
日
か
ら
同
五
月
十

一
日
ま
で
、
十
一
回
に
わ
た
っ
て
『
械
浜
市
報
』
に
掲
赦
さ
れ
た
「
横
浜
町

名
沿
革
誌
」
。
十
四
年
三
月
、
こ
れ
を
も
と
に
作
成
さ
れ
た
『
横
浜
市
町
名
沿

革
』
、
さ
ら
に
十
六
年
六
月
五
日
か
ら
同
七
月
十
日
ま
で
、
第
六
次
の
市
域

拡
張
に
と
も
な
う
町
の
増
加
に
よ
っ
て
『
横
浜
市
報
』
に
追
加
掲
載
さ
れ
た

「
統
横
浜
町
名
沿
芯
誌
」
。
そ
し
て
五
十
七
年
三
月
三
十
一
日
発
行
の
『
横

浜
の
町
名
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
横
浜
市
で
発
行
さ
れ
た
資
料
が
あ
る
の
で
、

こ
れ
ら
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

Ｏ
地
区
の
区
分
ｌ
本
書
で
は
中
区
の
区
域
を
匝
立
的
に
次
の
よ
う
に
八
つ

の
地
区
に
分
け
、
そ
れ
に
横
浜
港
を
加
え
た
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い
う
地
区

は
、
都
市
計
画
法
や
ほ
か
の
法
令
で
い
う
地
区
・
地
域
と
は
異
な
る
も
の
で

あ
る
。

便
宜
的
な
地
区
区
分
と
は
い
う
も
の
の
、
し
い
て
そ
の
理
巾
を
述
ぺ
れ

ぱ
、
関
内
・
関
外
地
区
と
い
う
の
は
関
内
・
関
外
と
も
に
横
浜
開
港
期
に
設

置
さ
れ
た
関
門
（
第
三
章
関
内
地
区
参
照
）
の
内
と
外
の
対
比
の
上
で
そ
う
い
わ

●
地
区
編
●
第
一
章
ｌ
素
顔
の
中
区

れ
て
き
た
慣
例
に
従
っ
た
も
の
。
山
手
・
山
下
地
区
は
旧
外
国
人
居
留
地
。

野
毛
地
区
は
大
岡
川
の
左
岸
・
野
毛
山
の
柵
一
帯
。

元
町
・
石
川
地
区
は
堀
川
・
中
村
川
の
右
岸
沿
い
。
北
方
地
区
は
旧
北
方

町
に
海
岸
埋
立
地
の
新
山
下
町
を
加
え
た
地
帯
。
木
牧
地
区
は
川
本
牧
村
に

海
面
埋
立
の
錦
町
・
豊
浦
町
を
加
え
た
地
区
。
根
岸
地
区
は
Ⅲ
根
岸
村
に
埋

立
地
の
千
鳥
町
を
加
え
た
地
区
と
し
た
。

横
浜
港
に
つ
い
て
は
、
本
来
の
地
区
と
し
て
は
な
じ
ま
な
い
が
、
中
区
に

と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
の
で
付
章
と
し
て
、
そ
の
変
遷
や
施
設
の
概
要
に
ふ

れ
る
こ
と
と
し
た
。

次
に
各
地
区
の
町
名
を
あ
げ
て
お
く
。

１
関
内
地
区
（
第
二
章
）

日
本
大
通
横
浜
公
幽
新
港
町
海
岸
通
元
浜
町

北
仲
通
本
町
南
仲
迦
弁
天
通
太
田
町
相
生
町

住
吉
町
常
盤
町
尾
上
町
真
砂
町

２
山
手
・
山
下
地
区
（
第
三
章
）

山
手
町
山
下
町

３
関
外
地
区
（
第
四
章
）

吉
田
町
抓
寓
町
西
通
桐
富
町
仲
通
棉
席
町
東
通
伊
勢
佐
木
町

末
広
町
羽
衣
町
蓬
莱
町
末
吉
町
若
葉
町
曙
町

弥
生
町
万
代
町
不
老
町
翁
町
扇
町
寿
町
松

影
町
吉
浜
町
長
者
町
山
吹
町
富
士
見
町
山
田
町

千
歳
町
一
一
一
吉
町

ｏ
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ほ
か
に
南
区
の
一
部
（
真
金
町
、
永
楽
町
）

４
野
毛
地
区
（
第
五
章
）

内
田
町
桜
木
町
花
咲
町
野
毛
町
宮
川
町

こ
が
れ
は
な
ニ
さ

日
ノ
出
町
初
立
川
町
黄
金
町
英
町
赤
門
町

ほ
か
に
西
区
の
一
部
（
宮
崎
町
、
紅
葉
坂
、
花
咲
町
）

５
元
町
・
石
川
地
区
（
第
六
章
）

元
町
石
川
町
打
越

§
た
ぶ
ん

Ｒ
ｕ
北
方
地
区
（
第
七
章
）

諏
訪
町
妙
香
寺
台
上
野
町
千
代
崎
町
北
方
町

港
町
西
ノ
谷
町
新
山
下
一
丁
目
新
山
下
二
丁
目

下
三
丁
目

一
の
｜
地
区
編
●
第
一
章
１
素
顔
の
中
区

肚
し
し
く

７
，
本
牧
地
区
（
節
八
章
）

本
郷
町
本
牧
町
本
牧
十
二
天
本
牧
緑
ケ
丘
本
牧
満
奴

本
牧
荒
井
本
牧
和
田
本
牧
三
之
谷
本
牧
大
里
町
本
牧

元
町
問
門
川
錦
町
本
牧
ふ
頭
豊
浦
町
か
Ｊ
も
め
町

８
根
岸
地
区
（
第
九
章
）

や
ｆ
と

柏
葉
鷲
山
竹
之
丸
西
竹
之
丸
麦
田
町
大
和
町

卒
の

立
野
山
元
町
大
平
町
大
芝
（
ロ
蓑
沢
塚
越
寺

久
保
仲
尾
台
滝
ノ
上
矢
口
台
豆
口
台
池
袋

根
岸
台
根
岸
旭
台
根
岸
加
曾
台
根
岸
町
千
鳥
町

小
９
横
浜
港
（
付
章
）

新
山

新
港
町
（
新
港
ふ
頭
）
（
大
桟
橋
ふ
頭
）
（
山
下
ふ
頭
）
（
本
牧
Ａ
Ｉ

Ｄ
ふ
頭
）
ほ
か
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